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新
潟
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠

点
と
す
る
三
味
線
プ
レ
イ
ヤ
ー

史
佳Fum

iyoshi

が
2
度
目

の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
公
演

﹁
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
﹂
を
10
月

17
日
︵
日
︶
午
後
２
時
か
ら
開

催
す
る
。三
味
線
の
代
表
曲﹁
津

軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
﹂
か
ら
﹁
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
﹂
ま
で
、
伝
統
を

守
り
つ
つ
、
和
と
洋
の
新
感
覚

の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
織
り
交

ぜ
、
音
楽
を
通
し
た
魂
の
共
鳴

を
届
け
る
。

　

満
席
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
喝
采
を
浴
び
た

２
０
１
９
年
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
公
演
か
ら
２
年
。
今
回
も

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
の
和
田

啓
が
参
加
。
当
日
は
、
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
﹁
ジ

ャ
ズ
・
ベ
ー
ス
の
神
様
﹂
と

言
わ
れ
る
ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー

が
出
演
す
る
。
カ
ー
タ
ー
は
、

１
９
６
３
年
に
マ
イ
ル
ス
・
デ

イ
ビ
ス
の
伝
説
の
ク
イ
ン
テ
ッ

ト
に
参
加
、
半
世
紀
以
上
に
わ

た
り
、
2
度
の
グ
ラ
ミ
ー
賞
受

賞
な
ど
、
輝
か
し
い
キ
ャ
リ
ア

の
持
ち
主
。
世
界
初
と
な
る
3

弦
の
三
味
線
と
4
弦
の
ベ
ー
ス

に
よ
る
奇
跡
の
共
演
﹁
7
本
の

弦
の
邂
逅
〜Seven Strings 

E
ncounter

﹂
が
実
現
す
る
。

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ユ
ー

サ
ー
は
前
回
同
様
、
大
坪
賢
次

氏
が
務
め
る
。

　

タ
イ
ト
ル
の
﹁
ブ
レ
ー
ク
ス

ル
ー
﹂
は
コ
ロ
ナ
禍
で
演
奏
家

と
し
て
存
続
の
危
機
に
直
面
し

た
史
佳Fum

iyoshi

が
困
難

を
打
破
す
る
、
常
識
を
突
き
破

る
と
い
う
意
味
で
つ
け
た
。
実

は
、
カ
ー
タ
ー
と
の
共
演
は
２

年
前
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
で
実
現
す

る
は
ず
だ
っ
た
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
合
わ
ず
、
翌
年
の
春
の
来

日
共
演
も
コ
ロ
ナ
禍
で
流
れ

た
。
今
回
は
世
界
的
な
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
つ
つ
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
い
よ
い
よ
現

実
の
も
の
と
な
る
。

　

﹁
新
し
い
未
来
を
創
り
出
し

て
前
に
進
む
た
め
に
は
、
こ
こ

か
ら
再
び
歩
き
始
め
る
こ
と
が

必
要
だ
っ
た
﹂
と
語
る
史
佳
。

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
音
楽
で

い
い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
た
い
﹂

と
い
う
願
い
を
込
め
て
再
び
の

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
だ
。
二
つ

の
楽
器
の
出
会
い
が
ど
ん
な
音

の
融
合
に
な
る
の
か
、
そ
の
歴

史
的
瞬
間
が
迫
っ
て
く
る
。

　

︻
公
演
の
詳
細
︼
日
時
・

10
月
17
日
︵
日
︶
午
後
２
時

開
演
︵
90
分
公
演
、
休
憩
な

し
︶。
会
場
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
ワ
イ
ル
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー

ル
。
チ
ケ
ッ
ト
35
ド
ル
。
申

し
込
み
はsoundw

ing28@
gm

ail.com

　

ま
で
。
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

︵carnegiehall.org

︶

で

も

購
入
可
能
。
主
催
・W

O
R

LD
 

C
O

M
PA

SS

。
協
賛
・
大
坪

不
動
産
、
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
、

菊
水
酒
造
、
新
潟
日
報
社
、
株

式
会
社
ト
ッ
プ
ラ
イ
ズ
。

本
紙
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

２
組
４
名
様
を
ご
招
待

 

本
紙
読
者
に
公
演
チ
ケ
ッ
ト

を
２
組
４
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
氏
名
、
連
絡
先
を

添
え
10
月
４
日
︵
月
︶
ま
で

にsoundw
ing28@

gm
ail.

com

　

へ
応
募
。
当
選
者
の
み

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

史
佳
再
び

Ｎ
Ｙ
公
演

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
10
月
17
日

巨
匠
ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
が
ゲ
ス
ト
出
演 ２度目の NY 公演を前にカーネギーホールの前に立つ史佳（撮影・三浦良一）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
地
下

鉄
レ
キ
シ
ン
ト
ン
ラ
イ
ン
４
番

線
に
乗
っ
て
い
た
日
本
人
男
性

乗
客
が
６
日
午
後
７
時
ご
ろ
、

地
下
鉄
車
内
で
物
乞
い
を
し
て

い
た
男
性
か
ら
い
き
な
り
殴
ら

れ
、
頭
部
打
撲
と
む
ち
打
ち
症

な
ど
全
治
３
週
間
の
怪
我
を
負

っ
た
。
被
害
に
遭
っ
た
の
は
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ジ
ャ
ー
ジ

ー
シ
テ
ィ
ー
在
住
の
自
営
業
、

若
杉
晃
太
郎
さ
ん
︵
24)

。
若

杉
さ
ん
に
よ
る
と
、
59
丁
目
駅

到
着
前
に
座
っ
て
い
る
と
、
襲

わ
れ
る
前
に
そ
の
男
性
が
同
じ

車
両
に
い
る
こ
と
、
そ
の
男
が

物
乞
い
を
し
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
た
が
、
自
分
の
前
を

通
る
時
に
は
、
話
し
か
け
ず
、

目
も
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、
他
の
人
に
物
乞
い

を
し
て
い
た
が
、
お
金
を
も
ら

っ
て
い
る
様
子
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
隣
の
車
両
に
い
く
と
思

っ
て
彼
の
後
ろ
姿
を
見
た
の
が

襲
わ
れ
る
前
に
最
後
に
見
た
光

景
だ
っ
た
と
い
う
。
男
は
次
の

車
両
に
移
る
ド
ア
の
と
こ
ろ
に

カ
バ
ン
を
置
き
、
座
っ
て
携
帯

電
話
を
見
て
い
る
若
杉
さ
ん
の

と
こ
ろ
に
い
き
な
り
走
っ
て
き

て
頭
部
を
殴
り
始
め
た
。
詳
し

く
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
が
F

ワ
ー
ド
を
叫
び
な
が
ら
５
回
ほ

ど
殴
り
続
け
た
。
若
杉
さ
ん
が

膝
で
男
を
押
し
返
し
た
時
に
、

別
の
男
性
が
間
に
入
っ
て
男
を

止
め
た
が
、
そ
の
間
に
入
っ
て

き
た
男
性
は
、
若
杉
さ
ん
が
殴

ら
れ
た
瞬
間
、
笑
っ
て
拍
手
を

し
て
い
た
と
い
う
。
間
に
入
る

際
も
笑
っ
て
い
た
よ
う
に
見

え
、
襲
っ
て
き
た
男
性
を
と
が

め
な
か
っ
た
と
い
う
。
若
杉
さ

ん
は
59
丁
目
で
下
車
し
、
警
察

を
呼
ん
で
被
害
届
を
出
し
た
。

犯
人
は
15
日
現
在
捕
ま
っ
て
い

な
い
。　

︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

日
本
人
男
性
襲
わ
れ
る

地
下
鉄
で
物
乞
い
に
殴
ら
れ
全
治
３
週
間
の
怪
我

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:soundwing28@gmail.com
soundwing28@gmail.com
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https://nipponexpressusa.com/


2021 年（令和 3 年）9 月18 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(2  )

不
安
や
辛
さ
を
一
人
で
抱
え
ず
に
治
療
に

向
き
合
え
る
進
化
系
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
開
発

あなたの愛する家族が突然にガンになったら？
Third Way 株式会社

　
新
し
い
か
た
ち
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
﹁Third W

ay

株
式
会
社
﹂
︵
本
社
・
東
京
都
中
央
区
、
代
表
取
締
役 

太
田
順
子
︶

が
、
２
０
２
０
年
12
月
、
医
師
か
ら
話
さ
れ
る
病
状
や
治
療
な

ど
に
関
す
る
説
明
の
記
録
代
行
に
よ
る
患
者
の
意
思
決
定
支
援

サ
ー
ビ
ス
﹁Patient Illness History

®

︵
Ｐ
Ｉ
Ｈ
︶﹂
の
提
供

を
開
始
し
た
。 

THIRD WAY
〒 103-0027  東京都中央区日本橋 2-1-17  

丹生ビル２F
米国内での問い合わせ

【連絡先】
E-mail: kay-mckalpain@thirdway.jp  

Phone: 424-325-9191 藤田まで

P  R

　

患
者
が
自
分
の
体
に
変
調
を

感
じ
病
院
へ
行
く
際
、
診
察
室

で
の
医
療
関
係
者
と
の
会
話
は

初
め
て
聞
く
単
語
が
多
く
、
検

査
値
自
体
も
初
め
て
の
た
め
、

当
の
本
人
で
あ
る
患
者
は
専
門

用
語
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
。
診
察
内
容
を
自
分
な
り

に
理
解
し
、
記
憶
し
、
家
族
に

伝
え
る
こ
と
は
至
難
の
業
と
い

う
の
が
現
状
だ
。 

　

そ
こ
で
、T

hird W
ay

株

式
会
社
が
提
供
す
る
Ｐ
Ｉ
Ｈ
サ

ー
ビ
ス
で
は
、
診
察
室
で
医
師

か
ら
患
者
に
話
さ
れ
る
病
状
や

治
療
な
ど
に
関
す
る
説
明
を
分

か
り
や
す
く
要
約
す
る
こ
と

で
、
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
化
し
、
病
気
と

向
き
合
う
患
者
自
身
の
理
解
促

進
と
意
思
決
定
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。

藤
田
氏
の
実
体
験
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

乳
が
ん
患
者
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
の
Ｐ
Ｉ
Ｈ
サ
ー
ビ
ス
は
、

同
社
Ｃ
Ｐ
Ｏ
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
に
拠
点
を
置
き
米
国
で
の

サ
ー
ビ
ス
全
般
を
担
当
す
る
藤

田
ミ
カ
ル
ペ
イ
ン
慶
氏
の
実
話

に
基
づ
い
て
始
ま
っ
た
。

　

藤
田
氏
は
、
２
０
２
０
年
３

月
、
最
愛
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
癌

で
亡
く
し
た
。
当
時
の
子
供
の

年
齢
は
4
歳
。
何
の
前
触
れ
も

な
く
突
然
、
家
族
が
既
に
ス
テ

ー
ジ
４
の
肺
が
ん
と
肝
臓
が
ん

で
あ
る
と
診
断
さ
れ
、
す
べ
て

が
は
じ
め
て
の
こ
と
で
知
識
も

な
い
ま
ま
途
方
に
暮
れ
る
日
々

を
送
っ
た
。
悲
し
み
に
ふ
け
る

時
間
も
な
く
、
日
々
変
わ
っ
て

行
く
パ
ー
ト
ナ
ー
の
状
況
に
着

い
て
行
く
の
が
必
死
だ
っ
た
。

何
を
ど
う
質
問
し
て
い
い
か
も

分
か
ら
な
い
。
何
が
あ
た
り
前

な
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い
。

　

そ
の
時
、
藤
田
氏
と
と
も
に

Ｐ
Ｉ
Ｈ
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
長

年
の
友
人
で
も
あ
る
医
療
従
事

者
の
太
田
順
子
氏
︵
現T

hird 藤田氏

太田氏

W
ay, 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶
と
話
を
す
る

機
会
を
得
た
。
藤
田
氏
は
太
田

氏
に
パ
ー
ト
ナ
ー
の
日
々
の
状

況
、
容
態
、
診
察
室
で
の
内
容
、

処
方
さ
れ
た
薬
な
ど
の
情
報
を

共
有
し
た
。
太
田
氏
は
、
意
思

決
定
を
決
め
る
難
し
い
医
療
用

語
や
治
療
方
法
を
藤
田
氏
に
分

か
り
や
す
く
要
約
し
、
患
者
側

の
理
解
促
進
を
支
援
し
た
。

　

家
族
と
し
て
は
時
間
が
命
だ

っ
た
。
他
の
病
院
を
探
し
、
新

た
に
診
療
予
約
を
取
り
セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
聞
い
て
い
る

時
間
も
経
済
的
余
裕
も
な
い
。

太
田
氏
の
お
か
げ
で
セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ
ン
を
い
ち
早
く
情
報

収
集
で
き
た
。

　

W
i-fi

さ
え
繋
が
れ
ば
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
お
互
い
に
情
報
共

有
が
で
き
、
国
を
ま
た
い
で
も

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
。
ま

た
、
闘
病
記
録
を
記
録
す
る
こ

と
で
、
患
者
の
状
況
を
時
系
列

に
把
握
で
き
、
治
療
で
の
身
体

や
心
の
変
化
を
察
知
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

癌
患
者
の
家
族
に
と
っ
て
は

﹁
生
き
る
か
死
ぬ
か
﹂
の
選
択
。

そ
れ
を
強
い
ら
れ
た
時
、
全
て

の
選
択
を
医
者
、
医
療
従
事
者

任
せ
に
し
た
く
な
か
っ
た
。
生

き
る
た
め
の
選
択
を
医
者
と
同

じ
立
場
で
導
き
出
し
た
か
っ
た
。

　

太
田
氏
の
伴
走
に
よ
り
、
治

療
が
佳
境
に
向
か
う
に
あ
た

り
、
完
全
で
は
な
い
が
心
の
準

備
と
覚
悟
が
で
き
、
患
者
の
家

族
と
し
て
患
者
と
共
に
納
得
の

行
く
治
療
を
進
め
る
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
事
が
で
き
た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
亡
き
後
、
藤
田

氏
が
経
験
し
た
こ
と
を
活
か

し
、
少
し
で
も
癌
患
者
さ
ん
や

そ
の
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に
な
る

よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
か
と

思
い
、
太
田
氏
と
Ｐ
Ｉ
Ｈ
の
開

発
を
決
断
し
た
。

　

T
hirdW

ay

で

は
、

こ

の

診
察
室
に
お
い
て
医
師
か
ら
話

さ
れ
る
病
状
や
治
療
な
ど
に
関

す
る
説
明
の
患
者
側
の
理
解
促

進
を
支
援
す
る
Ｐ
Ｉ
Ｈ
サ
ー
ビ

ス
を
、
特
に
ま
ず
乳
が
ん
患
者

に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

乳
が
ん
は
9
人
に
1
人
が
罹

患
す
る
。
ま
ず
は
乳
が
ん
患
者

の
支
援
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今

後
、さ
ま
ざ
ま
な
癌
へ
も
拡
大
、

ま
た
希
少
疾
患
の
よ
う
な
重
篤

な
病
気
に
も
対
応
し
て
い
く
予

定
だ
。

　

﹁
生
き
る
か
死
ぬ
か
﹂
の
重

要
な
選
択
。
そ
の
時
、
す
べ
て

の
判
断
を
医
者
と
医
療
従
事
者

の
み
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

本
当
に
納
得
の
行
く
治
療
を
自

ら
が
選
択
す
る
時
代
に
し
た

い
。
Ｐ
Ｉ
Ｈ
サ
ー
ビ
ス
は
、
生

き
る
た
め
の
選
択
を
支
援
し
、

患
者
と
そ
の
家
族
と
共
に
歩
み

意
思
決
定
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

生
命
は
か
け
が
え
の
な
い
も

の
。Ｐ
Ｉ
Ｈ
は
人
の
生
き
た
証
、

生
き
る
証
を
記
録
に
残
す
。

週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

mailto:kay-mckalpain@thirdway.jp
http://www.nyseikatsu.com
https://online.citi.com/US/JRS/portal/template_lo.do?ID=mortgage_home_lo&client_type=LO&client_id=685473
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の

山
野
内
勘
二
大
使
が
９
日
昼
、

２
０
０
１
年
９
月
11
日
の
米
国

同
時
多
発
テ
ロ
の
際
に
９
人
の

犠
牲
者
を
出
し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
東
85
丁
目
に
あ
る
第
10

消
防
署
を
訪
れ
、
公
邸
料
理
人

が
作
っ
た
弁
当
25
個
を
感
謝
と

友
情
の
印
と
し
て
届
け
た
。

　

同
行
し
た
の
は
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ア

メ
リ
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

越
和
夫
常
務
執
行
役
員
、
ゲ
イ

リ
ー
森
脇
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
︵
Ｊ

Ａ
Ａ
︶
名
誉
会
長
、
ス
キ
・
ポ

ー
ツ
Ｊ
Ａ
Ａ
副
会
長
、
ロ
バ
ー

ト
柳
澤
米
国
日
本
人
医
師
会

会
長
、
メ
リ
ア
ル
・
ロ
ベ
ル

９
１
１
記
念
博
物
館
元
学
芸

員
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ォ
ー
カ

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
理
事
長
、
ボ
ン
八
木
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
協

会
会
長
、
ロ
ナ
・
テ
ィ
ソ
ン
北

米
伊
藤
園
広
報
担
当
副
社
長
、

小
林
利
子
折
り
紙
療
法
協
会
創

設
者
。
山
野
内
大
使
は
﹁
私
た

ち
は
、
20
年
前
の
消
防
士
た
ち

の
犠
牲
的
精
神
と
果
敢
な
勇
気

を
忘
れ
ま
せ
ん
。
同
時
多
発
テ

ロ
で
犠
牲
者
を
出
し
た
第
10
消

防
署
の
皆
様
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
日
系
社
会
全
体
か
ら
感
謝
と

友
情
の
気
持
ち
を
込
め
本
日
、

大
使
公
邸
料
理
人
の
嶋
泰
宏
、

堤
昭
吾
両
シ
ェ
フ
の
作
っ
た
弁

当
を
お
届
け
し
ま
し
た
﹂
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
て
弁
当
を
リ

ア
ル
・
コ
ー
ル
マ
ン
署
長
に
手

渡
し
、
千
羽
鶴
が
贈
ら
れ
た
。

　

同
日
、
東
51
丁
目
の
第
８
消

防
署
に
も
幕
の
内
弁
当
25
個
が

届
け
ら
れ
た
。
20
年
前
の
米
国

同
時
多
発
テ
ロ
で
は
２
９
７
７

人
が
犠
牲
に
な
り
、
そ
の
内
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
管
内
の
消
防
士

４
３
３
人
が
殉
職
し
て
い
る
。

犠
牲
の
Ｆ
Ｄ
Ｎ
Ｙ
に

日
本
の
お
弁
当

米同時多発テロから20年

二人の公邸料理人が作った幕の内弁当を第 10 消防署のコールマン署長（左）に手渡す山野内大使（９日昼）

黒
煙
を
あ
げ
る
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
︵
撮
影
・
三
浦
良
一
︶

追
悼
式
典
当
日
は
多
く
の
遺
族
や
市
民
が
メ
モ
リ
ア
ル
に
献
花
し
た
。
24
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
日
本
人
の
名
前
に
も
花
が
あ
っ
た
︵
11
日
午
後
︶

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
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米
国
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｙ
平
和
フ

ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
︵
中
垣
顕

実
代
表
︶
は
今
月
21
日
︵
火
︶

の
国
際
平
和
デ
ー
に
向
け
、﹁
国

際
平
和
デ
ー
に
あ
な
た
の
平
和

の
声
を
届
け
て
欲
し
い
。﹃
日

本
国
が
核
兵
器
禁
止
条
約
︵
Ｔ

Ｐ
Ｎ
Ｗ
︶
に
署
名
し
、
批
准
す

る
こ
と
を
求
め
ま
す
﹄﹂
と
題

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
署
名
運

動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
の
僧
侶
︵
浄

土
真
宗
・
西
本
願
寺
︶
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
仏
教
連
盟
名
誉
会
長

の
中
垣
氏
は
８
日
、
署
名
サ
イ

ト
に
て
﹁
こ
の
署
名
を
す
る
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
人
が
国
連

の
﹃
国
際
平
和
デ
ー
﹄
の
存
在

を
知
っ
て
も
ら
い
、
何
か
平
和

の
た
め
に
動
こ
う
と
思
っ
て
も

ら
え
れ
ば
、
ま
た
今
年
１
月
に

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
、

そ
し
て
日
本
人
が
認
識
し
て
も

ら
え
る
機
会
に
な
れ
ば
、
そ
し

て
実
際
に
署
名
と
い
う
形
で
参

加
さ
れ
た
方
々
の
声
を
日
本
政

府
に
届
け
、
な
か
な
か
動
か
な

い
そ
の
腰
を
動
か
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
と
い
う
願
い
で
始
め
ま

し
た
。
国
連
総
会
も
あ
る
９
月

な
の
で
、
こ
の
時
期
に
核
兵
器

禁
止
条
約
を
支
援
し
て
い
く
の

が
い
い
と
思
い
ま
し
た
﹂
と
報

告
し
て
い
る
。
ま
た
、﹁
こ
の

署
名
運
動
を
通
し
て
、
多
く
の

日
本
人
が
核
兵
器
の
な
い
世
界

の
平
和
を
考
え
、
行
動
を
起
こ

す
こ
と
を
願
い
ま
す
﹂
と
述
べ

て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
署
名
は
９

月
30
日
︵
木
︶
ま
で
、
署
名
と

募
金
の
両
方
が
で
き
る
日
本

の
サ
イ
ト
︵https://voice.

charity/events/181

︶

に

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
外
国
人

の
署
名
も
可
。
コ
メ
ン
ト
の
投

稿
も
で
き
、
す
で
に
多
く
の
人

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い

る
。
集
ま
っ
た
署
名
は
日
本
政

府
︵
次
期
総
理
大
臣
︶
に
送
ら

れ
る
。

国
際
平
和
デ
ー
に
向
け

あ
な
た
の
声
を
届
け
て

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
、
Ｎ
Ｙ
市
に
お
け
る

日
本
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

の
有
効
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
発
表
し
た
。

︵
１
︶
Ｎ
Ｙ
市
に
お
け
る
日
本

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
の
有

効
性

　

Ｎ
Ｙ
市
に
お
い
て
今
月
13
日

か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
、
屋
内
娯
楽
施
設
︵
映
画

館
、
美
術
館
等
も
含
む
︶
を

利
用
す
る
際
、
12
歳
以
上
の

人
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
の

提
示
が
義
務
化
さ
れ
る
。
こ

の
措
置
に
関
し
、
日
本
政
府

の
発
行
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

証
明
書
の
有
効
性
に
つ
い
て

﹁N
Y

C
 M

ayor's office for 
international affairs

﹂

に

確
認
す
る
と
、
﹁
日
本
の
証
明

書
は
有
効
で
あ
り
証
明
書
の
提

示
を
歓
迎
す
る
。
た
だ
し
証
明

書
の
受
入
れ
に
つ
い
て
の
最
終

的
な
判
断
は
事
業
主
︵
施
設
側
︶

に
あ
り
、
Ｎ
Ｙ
市
は
こ
れ
を
指

導
す
る
立
場
に
な
い
﹂
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。
施
設
を
利
用
す

る
際
は
、
必
要
に
応
じ
て
施
設

側
に
Ｎ
Ｙ
市
の
見
解
を
伝
え
る

こ
と
を
推
奨
す
る
。

︵
２
︶
海
外
渡
航
用
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書

　

日
本
政
府
の
発
行
す
る
﹁
海

外
渡
航
者
用
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
証
明
書
﹂︵﹁
日
本

に
住
所
が
あ
り
、
各
市
町
村
で

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た

人
﹂
が
対
象
。
各
市
町
村
が
発

行
︶
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵https://

w
w

w
.m

h
lw

.g
o.jp/stf/

seisakunitsuite/buny
a/

vaccine_certificate.htm
l

︶

で
詳
細
を
確
認
す
る
。
ま
た

﹁
在
留
邦
人
が
一
時
帰
国
し
、

日
本
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

た
場
合
﹂
の
接
種
証
明
書
︵
外

務
省
が
発
行
︶
の
申
請
方
法
に

つ
い
て
は
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
︵https://w

w
w

.anzen.
m

o
fa.g

o
.jp

/co
v

id
1

9
/

vaccine.htm
l

︶
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　

日
本
政
府
が
発
行
す
る
﹁
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明

書
﹂
は
、
原
則
日
本
か
ら
海
外

へ
渡
航
す
る
際
に
同
証
明
書
を

所
持
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
相

手
国
に
よ
る
防
疫
措
置
等
の
免

除
・
緩
和
が
受
け
ら
れ
る
場
合

に
発
行
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
現

在
当
地
入
国
に
お
い
て
同
証
明

書
の
提
示
は
求
め
ら
れ
て
い
な

い
︵
た
だ
し
、
入
国
に
は
フ
ラ

イ
ト
の
３
日
前
ま
で
に
検
査
し

た
陰
性
証
明
が
必
要
︶。
接
種

証
明
書
の
申
請
に
関
す
る
質
問

は
発
行
元
と
な
る
各
地
方
自
治

体
、
外
務
省
ま
で
。

日
本
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明

﹁
有
効
だ
が
判
断
は
施
設
次
第
﹂

Ｎ
Ｙ
市
の
見
解
、
総
領
事
館
が
発
表

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
と
老

舗
デ
パ
ー
ト
の
メ
ー
シ
ー
ズ
は

８
日
、
今
年
の
感
謝
祭
︵
11
月

25
日
︶
に
は
メ
ー
シ
ー
ズ
の
感

謝
祭
パ
レ
ー
ド
を
例
年
通
り
の

規
模
で
開
催
す
る
と
発
表
し

た
。
昨
年
は
規
模
を
縮
小
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
の
、
見
学
者

の
密
集
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
街

角
で
の
見
学
で
は
な
く
、
多
く

の
人
が
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
中
継
で
観
た
。　

　

95
回
目
と
な
る
今
年
は
パ
レ

ー
ド
の
参
加
者
数
を
例
年
の
最

大
20
％
減
ら
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
ま
た
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
テ
ス
ト
を
義

務
付
け
る
な
ど
、
メ
ー
シ
ー
ズ

と
市
の
両
方
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
観
客
が

安
全
を
保
つ
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
を
実
施
す
る
。
観
客
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
は
要
請
さ

れ
な
い
が
、
同
市
当
局
は
一
般

観
覧
エ
リ
ア
を
監
視
し
感
染
防

止
に
努
め
る
と
い
う
。昨
年
は
、

パ
レ
ー
ド
の
生
中
継
を
自
宅
で

リ
モ
ー
ト
観
覧
し
て
も
ら
う
こ

と
を
呼
び
か
け
、
参
加
者
を
通

常
の
１
万
人
か
ら
９
６
０
人
に

縮
小
し
、
高
校
や
大
学
生
の
マ

感
謝
祭
パ
レ
ー
ド

例
年
通
り
の
規
模
で
開
催

　

Ｎ
Ｙ
Ｕ
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ

人
健
康
研
究
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ
Ｓ

Ａ
Ａ
Ｈ
︶
が
、
日
米
ソ
ー
シ
ャ

ル
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶

お
よ
び
20
以
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ベ
ー
ス
の
組
織
と
協
力
し
て

行
っ
て
い
た
調
査
の
期
限
を
、

10
月
15
日
ま
で
延
長
し
た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調

査
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
経
験
と
ニ
ー

ズ
を
よ
り
よ
く
理
解
し
、
こ
の

情
報
を
政
策
立
案
者
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
と
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

影
響
、
健
康
の
優
先
順
位
や
懸

念
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
へ
の
ア
ク
セ

ス
、
健
康
に
関
す
る
意
見
や
行

動
に
つ
い
て
の
匿
名
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、
1
人
１
回
限
り
参
加
で

き
る
。
所
要
時
間
は
約
10
分
。　

　

調
査
対
象
は
18
歳
以
上
の
ア

ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
、
ア
ラ
ブ

系
ア
メ
リ
カ
人
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
／
ラ
テ
ン
系
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
圏
︵
Ｎ
Ｙ
州
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
と
中
部
お
よ
び
下
部

ハ
ド
ソ
ン
バ
レ
ー
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
北
部
と
中
央
部
、

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
西
部
と
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
北
東
部
を
含

む
︶
在
住
者
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
参
加
者

に
は
、
抽
選
で
5
人
に
１
０
０

ド
ル
、
20
人
に
50
ド
ル
、
20
人

に
25
ド
ル
が
当
た
る
ラ
ッ
フ
ル

に
サ
イ
ン
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
登
録
は
、
調
査
終
了

時
に
﹁
提
出
す
る
﹂
ボ
タ
ン
を

押
す
と
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
リ
ン

ク
が
飛
び
、﹁
そ
れ
で
も
ラ
ッ

フ
ル
に
登
録
す
る
こ
と
に
興
味

が
あ
る
場
合
は
こ
ち
ら
の
リ
ン

ク
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
﹂
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
の
サ
イ

ト

はhttps://redcap.link/
covid19nyc 

を
参
照
。

新型コロナウイルス

コミュニティ調査

10月15日まで延長

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
参
加
も
断

念
し
た
。
今
年
の
パ
レ
ー
ド
は

11
月
25
日
︵
木
︶
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
で
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
局
で

生
放
送
す
る
。 

　

ま
た
、
昨
年
は
中
止
と
な
っ

た
グ
リ
ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ
ジ
の
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
レ
ー
ド
の
主
催

者
も
９
日
、
48
回
目
と
な
る
今

年
の
イ
ベ
ン
ト
を
10
月
31
日
に

開
催
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

パ
レ
ー
ド
参
加
者
は
マ
ス
ク
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
、
観
客
も

マ
ス
ク
着
用
が
推
奨
さ
れ
る
。

今
年
の
パ
レ
ー
ド
は
、
コ
メ
デ

ィ
ア
ン
の
ラ
ン
デ
ィ
・
レ
イ
ン

ボ
ー
氏
が
グ
ラ
ン
ド
マ
ー
シ
ャ

ル
を
務
め
る
。

　

バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
は
９

日
、
従
業
員
１
０
０
人
以
上
の

企
業
に
対
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
毎
週

の
陰
性
証
明
を
実
質
的
に
義
務

付
け
る
感
染
対
策
を
発
表
し

た
。
航
空
業
界
な
ど
す
で
に
ワ

ク
チ
ン
義
務
化
を
行
っ
て
い
る

企
業
も
あ
る
が
、
こ
の
取
り
組

み
で
約
８
０
０
０
万
人
が
対
象

と
な
る
。
従
わ
な
い
雇
用
主
に

は
罰
金
を
科
す
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
連
邦
職
員
と
そ
の
契

約
業
者
合
わ
せ
た
約
４
０
０
万

人
、
メ
デ
ィ
ケ
ア
ま
た
は
メ
デ

ィ
ケ
イ
ド
の
適
用
を
受
け
る
ほ

と
ん
ど
の
医
療
施
設
の
従
業
員

約
１
７
０
０
万
人
も
対
象
と
な

り
合
計
で
約
１
億
人
が
対
象
と

な
る
。
な
お
医
療
従
事
者
は
半

数
以
上
が
す
で
に
ワ
ク
チ
ン
完

了
済
み
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
者
が
63

％
︵
12
歳
以
上
︶
と
滞
っ
て
い

る
な
か
、
コ
ロ
ナ
の
早
期
収
束

に
つ
な
が
る
と
し
て
公
衆
衛
生

の
専
門
家
や
経
済
回
復
を
急
ぐ

企
業
側
で
は
ワ
ク
チ
ン
義
務
化

を
評
価
す
る
声
が
出
て
い
る

が
、﹁
個
人
の
自
由
﹂
を
侵
害

す
る
も
の
と
し
て
共
和
党
の
知

事
ら
が
相
次
い
で
反
対
の
声
を

上
げ
た
。

　

テ
キ
サ
ス
州
の
グ
レ
ッ
グ
・

ア
ボ
ッ
ト
知
事
は
﹁
民
間
企
業

へ
の
暴
行
﹂
と
し
、
ア
リ
ゾ
ナ

州
の
ダ
グ
・
デ
ュ
ー
シ
ー
知
事

は
﹁
民
間
企
業
と
個
人
の
自
由

を
打
ち
砕
い
て
い
る
﹂
と
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
猛
烈
に
批
判
し
た
。

サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州
の
ク
リ
ス
テ

ィ
・
ノ
ー
ム
知
事
は
法
廷
闘
争

に
打
っ
て
出
る
と
表
明
。
共
和

党
全
国
委
員
会
も
、こ
れ
は﹁
憲

法
違
反
﹂
と
し
提
訴
す
る
と
発

表
し
た
。
こ
う
し
た
一
方
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
や
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
な
ど
の
民
主
党
の
知
事

は
歓
迎
し
て
お
り
、
米
国
は
マ

ス
ク
だ
け
で
な
く
、
ワ
ク
チ
ン

義
務
を
め
ぐ
っ
て
も
分
断
の
様

相
を
示
し
て
い
る
。

大
統
領
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
義
務
化

共
和
党
知
事
ら
相
次
ぎ
反
発

　

全
日
空
︵
Ａ
Ｎ
Ａ
︶
は
14
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
各
国

の
情
勢
を
踏
ま
え
、
10
月
31
日

か
ら
来
年
1
月
11
日
ま
で
の
国

際
線
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発

表
し
た
。
日
本
と
米
国
間
や
ア

ジ
ア
か
ら
北
米
に
向
け
た
乗
継

需
要
の
拡
大
に
応
じ
、ジ
ョ
ン
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
︵
Ｊ

Ｆ
Ｋ
︶-

羽
田
線
は
週
7
便
と

な
り
毎
日
運
航
に
な
る
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ-

羽
田
線
は

週
4
便
だ
が
、
こ
れ
を
10
月
1

日
か
ら
10
月
30
日
ま
で
週
5

便
に
増
便
。
Ｎ
Ｈ
１
０
９
便

︵
Ｊ
Ｆ
Ｋ
発
羽
田
行
き
︶
が
月
、

火
、
水
、
土
、
日
出
発
。
Ｎ
Ｈ

１
１
０
便
︵
羽
田
発
Ｊ
Ｆ
Ｋ
行

き
︶
が
月
、
火
、
金
、
土
、
日

出
発
と
な
る
。

　

10
月
31
日
か
ら
２
０
２
２
年

1
月
11
日
ま
で
Ｊ
Ｆ
Ｋ-

羽
田

線
は
週
7
便
で
毎
日
の
運
航
。

Ｎ
Ｈ
１
０
９
便
︵
Ｊ
Ｆ
Ｋ
発
羽

田
行
き
︶
Ｎ
Ｈ
１
１
０
便
︵
羽

田
発
Ｊ
Ｆ
Ｋ
行
き
︶
共
に
月
、

火
、
水
、
木
、
金
、
土
、
日
の

毎
日
出
発
と
な
る
。

全
日
空
が
Ｎ
Ｙ
路
線
増
便

10
月
31
日
か
ら
週
７
便
に

https://www.anzen.mofa.go.jp/covid19/vaccine.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_certificate.html
https://voice.charity/events/181
https://redcap.link/covid19nyc
https://peraichi.com/landing_pages/view/hsf6r
http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
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いきなりボコボコに
　

ま
た
日
本
人
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
の
地
下
鉄
で
暴
漢
に
襲

わ
れ
た
。
レ
イ
バ
ー
デ
ー
の
６

日
午
後
７
時
ご
ろ
、
休
日
な
の

で
友
人
と
２
人
で
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
向
か
う
途

中
、
レ
キ
シ
ン
ト
ン
ラ
イ
ン
４

番
線
の
59
丁
目
駅
手
前
の
車
内

で
事
件
は
起
こ
っ
た
。
口
内
出

血
、
頭
部
打
撲
、
む
ち
打
ち
症

な
ど
で
全
治
３
週
間
の
怪
我
を

負
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
在
住
の
若
杉
晃
太
郎
さ
ん

︵
24
、
自
営
業
︶
は
本
紙
の
取

材
に
事
件
の
様
子
を
伝
え
た
。

　

﹁
そ
の
男
性
が
同
じ
車
両
に

い
る
こ
と
、
彼
が
物
乞
い
を
し

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
た

が
そ
の
男
が
自
分
の
前
を
通
り

過
ぎ
る
時
に
は
声
も
か
け
ず
何

も
求
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

目
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
が
、
ほ
か
の
乗
客
か
ら
お
金

を
も
ら
っ
て
い
る
様
子
は
見
か

け
な
か
っ
た
。
右
か
ら
左
へ
通

り
す
ぎ
て
ド
ア
の
連
結
部
分
か

ら
隣
の
車
両
に
移
っ
て
い
く
後

ろ
姿
を
見
た
の
が
、
襲
わ
れ
る

前
の
最
後
に
男
を
見
た
瞬
間
だ

っ
た
﹂
と
話
す
。

　

若
杉
さ
ん
の
左
隣
に
座
っ
て

い
た
友
人
に
よ
る
と
、
男
は
次

の
車
両
に
移
る
ド
ア
の
と
こ
ろ

に
カ
バ
ン
を
置
き
、
座
っ
て
携

帯
電
話
を
を
見
て
い
る
若
杉
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
走
っ
て
き
て
頭

部
を
い
き
な
り
殴
り
始
め
た
と

い
う
。
詳
し
く
は
聞
き
取
れ
な

か
っ
た
と
い
う
が
、
男
は
Ｆ
ワ

ー
ド
を
叫
び
な
が
ら
５
回
ほ

ど
、
座
っ
て
い
る
若
杉
さ
ん
を

殴
り
続
け
た
。
若
杉
さ
ん
が
膝

を
上
げ
て
足
で
相
手
を
押
し
返

し
た
時
に
、
別
の
男
性
が
間
に

入
っ
て
男
を
止
め
た
。し
か
し
、

そ
の
間
に
入
っ
て
き
た
男
性

は
、
若
杉
さ
ん
が
殴
ら
れ
た
瞬

間
、
な
ぜ
か
笑
っ
て
拍
手
を
し

て
い
た
。
間
に
入
る
際
も
、
笑

み
を
浮
か
べ
て
い
た
よ
う
だ
っ

た
と
い
う
。
襲
っ
て
き
た
男
性

に
対
し
て
咎
め
る
よ
う
な
こ
と

も
一
切
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

﹁
僕
は
彼
に
対
し
て
失
礼
に

な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
覚
え

は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど

う
振
り
返
っ
て
も
彼
か
ら
殴
ら

れ
る
理
由
が
ま
っ
た
く
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
彼
は
止
め
ら
れ
た

後
、
僕
に
何
か
言
っ
て
く
る
様

子
は
な
か
っ
た
の
で
、
基
本
的

に
無
差
別
に
た
だ
殴
る
対
象
と

し
て
殴
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
ま
り
に
突
然
の
出
来

事
で
隣
に
い
た
友
人
も
対
応
す

る
の
が
難
し
い
状
況
で
し
た
﹂

と
若
杉
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　

若
杉
さ
ん
と
友
人
は
、
59
丁

目
駅
で
下
車
、
近
く
に
警
察
官

が
い
な
か
っ
た
た
め
、
９
１
１

に
通
報
し
た
。
20
分
後
に
警
官

が
到
着
し
、
被
害
届
け
を
出
し

た
。
12
日
に
目
撃
情
報
が
あ
り

犯
人
ら
し
き
者
が
同
じ
格
好
で

い
た
と
い
う
。
犯
人
の
年
齢
は

20
代
、
身
長
は
１
７
５
セ
ン
チ

く
ら
い
、
帽
子
と
ピ
ン
ク
の
リ

ュ
ッ
ク
が
特
徴
だ
。

　
　
　
　︵
１
面
に
関
連
記
事
︶

地下鉄で暴漢から身を守るポイント
（NY 長期滞在者の体験と助言などから抜粋）

■地下鉄車内で禁じられている物乞いや挙動不審の行動を

している者がいたら、目を合わせずに他の車両に移って車

内からいなくなるまで目を離さないこと。自分だけでなく

子供や配偶者に危険が及ばないか注意すること。

■幅の狭いホームで人とすれ違う時には、線路側を歩かな

いこと。線路に電車がいなくても、後ろから電車がホーム

に入ってくる場合があり、突き落とされると危険。

■ホームで電車を待つ場合は線路側から離れ、鉄柱や壁を

背中にして立つこと。襲われたり、万が一失神などして意

識を失って倒れても線路に落ちないよう自分の身長以上の

幅・距離をホームの端から保っておくこと。　

被
害
者
の
男
性
が
Ｆ
Ｂ
で
事
件
を
報
告

﹁
起
き
た
事
実
を
広
く
知
っ
て
欲
し
い
﹂

　

被
害
を
受
け
た
若
杉
さ
ん

は
、
殴
ら
れ
た
こ
と
で
口
内

出
血
、
頭
部
打
撲
、
む
ち
打

ち
の
症
状
が
あ
る
と
い
う
。

病
院
で
精
密
検
査
を
受
け
る

た
め
の
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ

ン

ド
︵https://gofu

n
d.

m
e/22f0a08c

　

︶
を
現
在

設
け
て
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
で
支

援
を
求
め
て
い
る
。

　

友
人
が
写
真
を
撮
影
し
、
犯

人
が
写
っ
て
い
る
。
今
回
の
事

件
が
ア
ジ
ア
系
へ
の
ヘ
イ
ト
ク

ラ
イ
ム
か
は
、
犯
人
が
特
段
差

別
的
な
発
言
を
し
て
い
な
い
の

で
定
か
で
は
な
い
が
、
昨
年
来

急
増
す
る
ア
ジ
ア
系
ヘ
イ
ト
ク

ラ
イ
ム
で
は
、
ア
ジ
ア
系
が
白

人
か
ら
で
は
な
く
ア
フ
リ
カ
系

米
国
人
︵
黒
人
︶
か
ら
ほ
ぼ
一

方
的
に
暴
行
を
受
け
続
け
て
い

る
こ
と
が
謎
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
人
男
性
を
襲
っ
た

地
下
鉄
物
乞
い
男

http://www.nyseikatsu.com
https://gofund.me/22f0a08c
http://kkobo.com/
https://www.oishinbo-ny.com/
http://myriverside.net/home
tel:2122136069
http://op-ed.jp
http://jweeklyusa.com
https://www.mtckitchen.com
https://www.samuraiswordsoul.com/
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一
気
に
夏
が
終
わ
っ
た
と
感

じ
る
出
来
事
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
寂
し
さ
と
喜
び
の
両

面
が
季
節
の
変
わ
り
目
と
と
も

に
動
き
出
し
て
い
る
感
じ
が
し

ま
す
。
ひ
と
つ
め
は
ス
ポ
ー
ツ

の
側
面
で
す
。
今
年
は
夏
の
高

校
野
球
が
例
年
よ
り
１
週
間
遅

く
、
ほ
ぼ
8
月
末
ま
で
や
っ
て

い
ま
し
た
。
汗
と
感
動
の
涙
が

大
好
物
な
私
で
さ
え
﹁
え
、
ま

だ
や
っ
て
る
の
？
﹂
と
い
う
季

節
外
れ
感
も
あ
り
ま
し
た
し
、

も
う
ひ
と
つ
は
東
京
五
輪
の
閉

幕
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
で
は
﹁
東

京
五
輪
大
成
功
﹂
﹁
感
動
の
レ

ガ
シ
ー
が
残
さ
れ
た
﹂
と
肯
定

的
な
声
が
多
い
の
で
す
が
、
私

だ
け
な
の
か
な
。
﹁
ほ
ん
と
に

日
本
で
や
っ
て
た
の
？
﹂
と
い

う
く
ら
い
遠
い
感
覚
と
9
年
か

け
て
楽
し
み
に
し
て
い
た
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
も
な
く
、

終
わ
っ
た
寂
し
い
な
あ
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　

ふ
た
つ
め
は
、
コ
ロ
ナ
専
門

家
も
﹁
わ
か
ら
な
い
﹂
﹁
ワ
ク

チ
ン
か
な
﹂
と
い
う
分
析
も
ま

ま
な
ら
な
い
ま
ま
陽
性
者
数
も

急
減
し
て
、
11
月
に
は
経
済
的

な
解
除
に
向
か
い
始
め
た
側
面

で
す
。
こ
れ
は
い
い
意
味
で
、

い
い
季
節
が
や
っ
て
き
そ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
ア

ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
ワ
ク
チ
ン
１
回

目
を
打
っ
て
な
ん
と
な
く
抗
体

が
半
分
で
き
た
よ
う
な
気
が
す

る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と

は
い
え
、
た
く
さ
ん
の
専
門
家

の
ご
意
見
の
平
均
を
と
る
と
、

﹁
２
０
２
３
年
末
く
ら
い
ま
で

は
マ
ス
ク
の
装
備
習
慣
は
続

く
﹂
と
い
う
、
今
か
ら
で
も
あ

と
2
年
弱
を
想
定
し
て
、
介
護

ビ
ジ
ネ
ス
も
展
開
す
る
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
さ
な
か
、
い
ま
日
本

で
一
番
メ
デ
ィ
ア
が
注
目
し
て

い
る
の
は
﹁
自
民
党
総
裁
選
﹂

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
で
選

ば
れ
た
人
が
次
の
総
理
大
臣
に

な
る
こ
と
を
想
定
し
て
の
話
で

す
が
、
そ
の
日
本
の
総
理
大
臣

と
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
。
そ
の

決
裁
権
の
重
み
に
つ
い
て
は
こ

こ
で
は
議
論
し
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
日
本
の
行
政
の
ト
ッ
プ
で

あ
り
、
国
の
最
大
の
決
済
者
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
か
つ
て
、
世
に
は
あ

コ
ロ
ナ
は
あ
と
２
年
弱
を
想
定

ま
り
重
く
語
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
２
０
１
６
年
の
安
倍
首
相

の
﹁
介
護
は
回
復
を
目
指
せ
﹂

と
各
関
係
省
庁
に
命
ぜ
ら
れ
た

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
は
、
そ
れ

ま
で
当
た
り
前
に
や
っ
て
き
た

﹁
介
護
は
お
世
話
﹂
か
ら
変
わ

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
未
来
投
資
会
議
で
の
急
な
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
霞
が
関
が
騒
然
と

な
っ
た
こ
と
は
前
回
の
コ
ラ
ム

で
も
書
い
た
通
り
で
す
。

　

社
会
資
源
と
し
て
の
介
護
の

価
値
観
の
大
転
換
、
大
事
件
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
介
護

現
場
は
い
つ
も
と
同
じ
日
常

で
、
全
体
の
１
割
く
ら
い
が
気

づ
き
始
め
た
く
ら
い
で
、
国
民

の
間
で
の
﹁
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は

お
手
伝
い
さ
ん
﹂
認
識
は
そ
う

簡
単
に
価
値
転
換
で
き
な
い
は

ず
で
す
。
今
回
の
総
裁
選
で
話

題
に
上
が
っ
て
い
る
﹁
過
去
１

年
に
取
り
組
ん
で
き
た
コ
ロ
ナ

対
策
の
是
非
﹂
で
は
、﹁
在
宅

医
療
﹂﹁
診
療
期
間
の
病
床
数

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
﹂
に
つ
い
て

も
必
然
的
に
討
論
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の﹁
在

宅
﹂
と
﹁
病
床
﹂
の
先
に
あ
る

の
は
安
倍
首
相
が
残
し
た
﹁
介

護
は
回
復
﹂
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、﹁
老
人
ホ
ー
ム
は
終

の
住
処
﹂﹁
私
は
こ
こ
︵
特
養
︶

で
死
ん
で
い
く
﹂
と
い
う
過
去

の
悲
し
い
レ
ガ
シ
ー
の
黒
介
護

の
歴
史
か
ら
の
脱
却
。
で
き
れ

ば
介
護
は
受
け
た
く
な
い
と
い

う
国
民
の
願
い
の
﹁
遠
因
﹂
＝

﹁
社
会
保
障
の
充
実
﹂
に
全
て

の
政
策
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
政

治
が
﹁
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の

介
護
﹂
と
な
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

︵

参

考

：

世

界

に

誇

れ

る

日
本
の
介
護
：
斉
藤
正
行

２
０
２
１
︶

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
︵
介
護
甲
子
園
︶

理
事
 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（27）

　

レ
イ
バ
ー
が
過
ぎ
、
夏
が
終

わ
り
ま
し
た
。
学
校
は
新
学
期
。

オ
フ
ィ
ス
へ
出
勤
を
再
開
さ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

反
面
、
新
し
い
変
異
株
や
ア
ジ

ア
人
へ
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
へ

の
懸
念
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

目
覚
め
と
共
に
訪
れ
る
不
安

感
、
無
気
力
さ
、
原
因
不
明
の

怒
り
や
苛
立
ち
を
訴
え
る
Ｃ
さ

ん
と
お
会
い
し
ま
し
た
。
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
に
よ
っ
て
、
外
出
過

多
の
忙
し
す
ぎ
る
生
活
か
ら
解

放
さ
れ
一
人
の
気
ま
ま
な
生
活

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
知

ら
ぬ
間
に
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

一
日
中
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

対
面
の
仕
事
を
さ
れ
る
Ｃ
さ

ん
。
終
業
後
は
疲
弊
し
、
更
に

画
面
上
で
行
わ
れ
る
交
友
や
そ

の
他
の
活
動
が
苦
痛
で
欠
席
し

が
ち
に
な
り
、
気
が
付
く
と
誰

と
も
話
を
し
な
い
ま
ま
休
日
を

過
ご
す
事
も
。
人
と
の
関
わ
り

の
無
さ
が
ス
ト
レ
ス
の
要
因
と

は
思
わ
ず
、
誰
か
に
助
け
を
求

め
る
こ
と
も
考
え
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。

　

恐
れ
や
不
安
、苛
立
ち
な
ど
、

ご
自
分
の
気
持
ち
を
毎
日
吐
露

す
る
日
誌
を
つ
け
る
、
安
全
と

思
え
る
時
間
帯
と
行
動
範
囲
を

広
げ
て
散
歩
に
出
か
け
る
、
な

ど
を
試
し
て
頂
き
ま
し
た
。
先

日
久
し
ぶ
り
に
、
お
友
達
を
誘

っ
て
ラ
ン
チ
に
出
か
け
元
気
を

貰
っ
た
と
嬉
し
そ
う
な
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ス
ト
レ
ス
の
要
因
や
症
状
、

耐
性
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
解

消
方
法
も
様
々
で
す
。
小
さ
な

一
歩
を
踏
み
出
し
、
一
度
ご
相

談
下
さ
い
。

︵
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理

療

法

士
、LC

SW
,C

A
SA

C

保
持
︶

ス
ト
レ
ス
反
応

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

　

女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌

﹁
マ
リ
・
ク
レ
ー
ル
﹂北
米
版
は
、

２
０
２
１
年
度
夏
季
号
を
も
っ

て
紙
媒
体
の
印
刷
を
終
了
す
る

こ
と
を
定
期
購
読
者
に
手
紙
で

伝
え
た
。

　

同
誌
は
１
９
３
７
年
に
パ
リ

を
拠
点
と
す
る
マ
リ
・
ク
レ
ー

ル
・
ア
ル
バ
ム
社
が
フ
ラ
ン
ス

で
創
刊
し
、
94
年
に
米
ハ
ー
ス

ト
社
が
買
収
し
た
。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
ト
レ
ン
ド
だ
け
で
な
く
、

中
絶
や
家
庭
内
暴
力
、
同
一
賃

金
な
ど
、
女
性
が
直
面
す
る
社

会
問
題
も
多
く
取
り
上
げ
、
安

定
し
た
読
者
数
を
保
っ
て
い

た
。
ハ
ー
ス
ト
社
は
以
降
、
マ

リ
・
ク
レ
ー
ル
・
ア
ル
バ
ム
社

と
共
に
27
年
間
に
わ
た
り
発
行

し
続
け
て
い
た
が
、
ハ
ー
ス
ト

社
は
今
年
５
月
、
ロ
ン
ド
ン
の

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
社

に
同
誌
の
運
営
を
売
却
し
た
。 

　

廃
刊
の
原
因
は
デ
ジ
タ
ル
媒

体
の
普
及
だ
け
で
な
く
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
も
影
響
し
た
と
い
う
。

２
０
１
７
年
に
１
１
０
万
部
だ

っ
た
同
誌
の
発
行
部
数
は
、
20

年
５
月
は
90
万
部
に
減
少
し
、

ニ
ュ
ー
ス
ス
タ
ン
ド
で
の
売
り

上
げ
は
わ
ず
か
約
１
万
部
超
だ

っ
た
。
ま
た
ハ
ー
ス
ト
社
は
昨

年
、
同
誌
の
年
間
発
行
回
数
を

11
回
か
ら
７
回
に
縮
小
し
た
。

雑
誌
の
低
迷
は
続
き
そ
う
だ
。 

紙媒体を終了 
マリ・クレール誌

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://rblpartners.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.maxjob.com/
https://mbp-japan.com/
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来
る
べ
き
人
材
採
用
難
と

従
業
員
の
離
職
対
策

クイック USA

61

　

あ
ま
り
病
気
を
し
な
い
独
身

の
若
い
従
業
員
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
医
療
保
険
の
重
要
さ

は
さ
ほ
ど
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
な
り
ま
す
と
、

若
い
世
代
に
と
っ
て
は
給
与
レ

ベ
ル
だ
け
に
目
が
い
っ
て
し
ま

う
の
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
に
４
年
制

大
卒
者
や
大
学
院
卒
業
者
は
多

額
の
学
生
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
い

て
、
卒
業
後
は
そ
の
ロ
ー
ン
の

返
済
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
一
部
の
企
業

で
は
、
学
生
ロ
ー
ン
返
済
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
会
社
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
と
し
て
従
業
員
に
提
供
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
施
策
に
よ
っ

て
若
く
て
優
秀
な
従
業
員
を
つ

な
ぎ
と
め
、
自
社
に
定
着
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

今
後
企
業
か
ら
の
従
業
員
へ

の
待
遇
面
で
い
う
と
、
給
与
だ

け
で
は
な
く
も
っ
と
ベ
ネ
フ
ィ

ッ
ト
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
会
社

か
ら
提
供
さ
れ
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
に
満
足
し
て
い
る
従
業
員
は

そ
う
で
な
い
従
業
員
と
比
べ
て

定
着
率
が
3
倍
高
い
と
い
う
報

告
が
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
か
ら
出
て
い
ま

す
。
従
業
員
が
求
め
る
と
こ
ろ

に
マ
ッ
チ
し
た
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

を
会
社
か
ら
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
必
ず
や
従
業
員
の
定

着
率
改
善
に
つ
な
げ
ら
れ
る
は

ず
で
す
。
従
業
員
が
求
め
て
い

る
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
た
め

に
は
、
普
段
か
ら
従
業
員
と
の

間
の
会
話
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

会
話
の
ひ
と
つ
に
従
業
員
定
着

の
た
め
の
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
。
一
度
社
内
で
試
し
て
み

る
価
値
は
十
分
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

酒
井 

謙
吉
　
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

ド
リ
ー
ム
ズ
社
長 

www.919usa.com

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
フ
ラ
ッ
ト

ア
イ
ア
ン
に
あ
る
１
８
９
７
年

創
業
の
老
舗
家
具
店
﹁
Ａ
Ｂ
Ｃ

カ
ー
ペ
ッ
ト
＆
ホ
ー
ム
﹂
が
８

日
、
連
邦
破
産
法
第
11
条
の
適

用
を
申
請
し
た
。

 

地
下
１
階
か
ら
地
上
６
階
ま

で
の
巨
大
な
店
舗
で
高
級
家
具

や
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
ほ
か
、
イ
ン

テ
リ
ア
用
品
や
雑
貨
を
販
売
す

る
同
店
の
経
営
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
影
響
に
よ
り
大
き
な
打
撃

を
受
け
、
売
り
上
げ
が
低
迷
。

長
期
間
の
店
舗
閉
鎖
や
顧
客
で

あ
る
富
裕
層
が
コ
ロ
ナ
禍
で
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
を
離
れ
た
こ
と
が

一
因
と
さ
れ
て
い
る
。
１
億
円

以
上
の
家
賃
を
滞
納
し
て
い
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
同
店

舗
は
投
資
家
ら
と
長
期
財
務
計

画
を
策
定
し
な
が
ら
経
営
を
続

け
る
と
し
て
い
る
。

　

店
内
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ジ

ャ
ン
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
ォ
ン
ゲ

リ
ス
テ
ィ
ン
氏
が
手
が
け
る
レ

ス
ト
ラ
ン﹁
Ａ
Ｂ
Ｃ
キ
ッ
チ
ン
﹂

は
別
の
経
営
の
た
め
破
産
申
請

に
は
関
与
し
て
お
ら
ず
、
今
後

も
営
業
を
継
続
す
る
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ペ
ッ
ト
倒
産

老
舗
家
具
店
コ
ロ
ナ
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
運
輸
局

︵
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｄ
Ｏ
Ｔ
︶
は
８
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
市
営
駐
車
場

に
新
た
な
電
気
自
動
車︵
Ｅ
Ｖ
︶

用
の
タ
ー
ボ
充
電
ス
タ
ン
ド
を

設
置
し
た
。

　

同
局
は
地
球
温
暖
化
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
る
な
か
今
後
の

Ｅ
Ｖ
車
の
普
及
を
想
定
し
、
バ

ッ
テ
リ
ー
の
80
％
を
30
分
〜
１

時
間
で
充
電
で
き
る
急
速
充
電

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
構
想
に
至
っ

た
。
こ
の
ほ
ど
４
台
の
充
電
器

が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
ロ
ウ
ワ

ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
デ
ラ

ン
シ
ー
・
エ
セ
ッ
ク
ス
市
営
駐

車
場
で
、
料
金
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
35
セ
ン
ト
。
来
年
ま
で
に
さ

ら
に
24
台
、
２
０
２
５
年
末
ま

で
に
は
80
台
以
上
の
充
電
所
の

設
置
を
計
画
し
て
い
る
。 

　

現
在
市
内
に
は
約
１
４
０
０

か
所
の
充
電
所
が
あ
る
が
、
旧

式
の
た
め
、
80
％
の
充
電
に
４

時
間
以
上
を
要
す
る
。
同
局
に

よ
る
と
、
昨
年
同
市
に
登
録
さ

れ
た
自
動
車
１
万
６
０
０
０
台

の
う
ち
５
０
０
０
台
は
Ｅ
Ｖ
車

で
、
Ｅ
Ｖ
車
の
人
気
は
高
ま
っ

て
い
る
と
い
う
。 

　

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
イ
ン
ク

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
初
心
者
の
た

め
の
﹁︻
無
料
︼
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
／

Ｃ
Ｓ
Ｓ 

オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
ク

ラ
ス
︵
ズ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
︶﹂

を
開
催
す
る
。
 

　

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
と
Ｃ
Ｓ
Ｓ
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
︵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︶

を
作
る
た
め
の
最
も
基
本
的
な

言
語
。
こ
の
２
つ
の
言
語
を
学

ぶ
こ
と
で
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
作
り

の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。　

10
月
5
日
か
ら
始
ま
る

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
と
Ｃ
Ｓ
Ｓ
の
本
コ
ー

ス
を
修
了
す
れ
ば
、
自
分
で
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト︵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︶

を
作
成
す
る
手
順
な
ど
を
習
得

で
き
る
。
  

　

無
料
体
験
ク
ラ
ス
は
Ａ
ク
ラ

ス
22
日
︵
水
︶
午
後
８
時
か
ら

９
時
、
Ｂ
ク
ラ
ス
22
日
︵
水
︶

午
後
９
時
か
ら
10
時
、
Ｃ
ク
ラ

ス
22
日
︵
木
︶
午
後
２
時
か
ら

３
時
ま
で
︵
い
ず
れ
も
米
東
部

時
間
︶。

　

内
容
は
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
と
Ｃ
Ｓ
Ｓ

の
説
明
・
基
本
操
作
の
体
験
ク

ラ
ス
︵
45
分
︶
/ 
各
種
ク
ラ

ス
の
紹
介
/
質
疑
・
応
答
︵
15

分
︶
。
定
員
20
人
︵
先
着
順
︶。

Ａ
ク
ラ
ス
、
Ｂ
ク
ラ
ス
、
Ｃ
ク

ラ
ス
の
内
容
は
同
じ
。
講
師
は

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ウ
ェ
ル
Ｌ
Ｌ
Ｃ
村

井
功
氏
。
申
し
込
み
は
希
望
ク

ラ
ス
、氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し

Ｅ
メ
ー
ル quick@

919usa.
com

へ
申
し
込
む
。

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
／
Ｃ
Ｓ
Ｓ

オ
ン
ラ
イ
ン
無
料

体
験
ク
ラ
ス
開
講

電気自動車
ターボ充電スタンド

市営駐車場に

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブでは地域社
会や世界への貢献のためさまざまな活動してい
ます。

■ジャパンフェスに出店
ファンドレージングの一環としてジャパンフェ
ス•ストリートフェアにて物販を行う。売り上
げはコロナ支援、自然災害救済等に充当する。
9月19日（日）イーストビレッジ
4th Ave, Bet 9th &10th St　
切手コレクション、文房具、アニメオモチャ、
お面などを販売
www.japanfes.com
販売ボランティア若干名募集中  info@nyjalc.org
次回の出店：10月23日（土）
■りんご狩り＆ピクニック
10月3日 （日） 10:30am 現地集合      
（メトロノース鉄道Croton Harmon 駅での
ピックアップも可)
りんご狩り: Wilkens Fruit & Fir Farm
 (NYCから車で約45分) 
ピクニック: Franklin D. Roosevelt (F.D.R.) 
New York State Park   
会費: $25 （12歳以上）、$10（7-12歳未満）、
7歳未満は無料
申し込み: Tel: 646-529-2168（滝田）
Email: info@nyjalc.org 
締切: 9月26日（日）5:00pm

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org　　info@nyjalc.org

　

弊
社
で
は
全
米
規
模
で
の
給

与
調
査
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
が
、
給
与
調
査
を
行
っ

て
わ
か
る
こ
と
は
、
日
系
企
業

様
の
給
与
水
準
は
全
体
レ
ベ
ル

で
︵
低
い
方
で
の
︶
3
分
の
1

の
水
準
に
入
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
中
間
値
を
下
回
っ
て

い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

給
与
レ
ベ
ル
だ
け
は
、
ど
う
し

て
も
見
劣
り
す
る
不
利
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

日
系
企
業
の
多
く
は
規
模
が
小

さ
く
て
も
、
従
業
員
へ
の
手
厚

い
医
療
保
険
プ
ラ
ン
を
提
供
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
会
社

か
ら
の
負
担
も
ア
メ
リ
カ
企
業

と
比
べ
て
高
い
水
準
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
特
に
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
に
あ
り
ま
し
て
は
、
医
療
保

険
の
手
厚
さ
は
従
業
員
に
と
っ

て
は
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
年
配
者
や
家
族
を
お
持

ち
の
従
業
員
に
と
っ
て
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

で
す
の
で
、
当
然
従
業
員
の
定

着
を
維
持
す
る
上
で
の
重
要
な

求
心
力
に
な
り
ま
す
。

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.japanfes.com
mailto:info@nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.hondag.com
mailto:info@tsutech.com
https://www.takenakapartners.com/
http://www.rostamilaw.com
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■
米
２
社
１
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
協
働
で

貧
困
失
業
者
を
本
格
支
援

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
と
Ｈ
Ｓ
Ｂ

Ｃ
は
８
月
12
日
、
貧
困
格
差
社

会
の
解
決
を
促
進
す
る
た
め
、

米
最
大
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ

ン
ク
﹁Feeding A

m
erica

﹂

︵
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ア
メ
リ

カ
︶
に
助
成
金
と
リ
ソ
ー
ス
を

提
供
す
る
。
同
団
体
か
ら
無
料

で
食
事
を
受
け
る
失
業
者
に
技

Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
︵
金
融
︶
×
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
︵
Ｉ
Ｔ
︶
が
、

米
最
大
フ
ー
ド
バ
ン
ク
﹁F

eeding A
m

erica

﹂
支
援

：

企
業
連
携
パ
ー
ト
ナ
シ
ッ
プ
型

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る

作
曲
家
の
合
屋
正
虎︵
ご
う
や
・

ま
さ
と
ら
︶
が
26
日
︵
日
︶
午

後
３
時
か
ら
、
天
理
文
化
協
会

︵
西
13
丁
目
43
Ａ
番
地
︶
で
新

曲
リ
サ
イ
タ
ル
﹁
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
ド
・
イ

ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
﹂
を
開
催
す

る
。
日
本
と
中
国
の
古
楽
器
、

箜
篌
︵
く
ご
︶
と
篳
篥
︵
ひ
ち

り
き
︶
に
書
き
下
ろ
し
た
新
作

を
発
表
す
る
。
出
演
は
、
ル
シ

ー
ナ
・
ユ
エ
、
菅
原
朋
子
、
ト

ー
マ
ス
・
ピ
ア
シ
ー
、
テ
ン
ク

ー
・
イ
ル
フ
ァ
ン
。

　

入
場
無
料
︵
Ｎ
Ｙ
市
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
コ
ー
プ
ス
の
助
成
︶、

要
予
約
。
マ
ス
ク
着
用
お
よ

び
ワ
ク
チ
ン
証
明
の
提
示
が

必
要
。
定
員
50
人
。
予
約
は

Ｅ
メ
ー
ルm

asatoragoya@
gm

ail.com

ま

で
。

詳

細

は
合
屋
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.m

asato
rag

o
y

a.
com

を
参
照
。

合屋正虎が新曲リサイタル
天理文化協会で26日

　

ア
ー
モ
リ
ー
・
シ
ョ
ウ
が
９

日
か
ら
12
日
ま
で
、
ジ
ャ
ビ
ッ

ツ
・
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
中
で
も
海
外
か

ら
の
参
加
も
多
く
、
37
か
国
か

ら
１
５
７
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
参
加

し
た
。
日
系
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト

ス
ト
ー
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
香

港
、
東
京
、
台
北
︶
、
ア
・
ラ

イ
ト
ハ
ウ
ス
・
カ
ナ
タ
︵
東
京
︶
、

ウ
ル
テ
リ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
︶
が
そ
れ
ぞ
れ
見

応
え
あ
る
作
品
群
を
披
露
し
て

い
た
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ス
ト
ー
ン
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
は
、
会
長
の
白
石
幸
生

さ
ん
︵
76
︶
を
筆
頭
に
、
台

湾
、
香
港
、
ソ
ウ
ル
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
ス
タ
ッ
フ
が
集
結
し
て
勢

い
を
示
し
て
い
た
。
﹁
コ
ロ
ナ

で
も
年
に
１
回
は
自
ら
海
外
に

出
な
く
て
は
﹂
と
い
う
。
白
石

能
実
習
と
職
業
機
会
を
サ
ポ
ー

ト
。
地
域
再
活
性
化
に
向
け
、

特
に
低
所
得
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
で
ス
キ
ル
獲
得
に
必
要
な

機
会
・
資
材
・
資
金
な
ど
全
般

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す

る
。
他
方
、
企
業
が
雇
用
に
繋

が
る
人
材
を
獲
得
す
る
マ
ッ
チ

ン
グ
も
サ
ポ
ー
ト
。

■
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
：
助
成
金
35
万
ド

ル
︵
２
年
間
︶

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
ー
責
任
者
の
ケ
リ

ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氏
は
﹁
こ

の
１
年
、
特
に
女
性
や
有
色
人

種
へ
の
人
権
差
別
を
目
の
当
た

り
に
し
た
の
は
痛
ま
し
い
。
フ

ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ア
メ
リ
カ
へ

の
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
に
よ
る
Ｉ

Ｔ
専
門
知
識
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供

提
供
し
食
料
問
題
に
対
処
し
て

き
た
。
２
０
２
０
年
か
ら
子
供

の
飢
餓
対
策
に
も
重
点
を
お
い

て
い
る
。

■
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
：
Ｉ
Ｔ
能

力
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
提
供

　

フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
副
社
長

の
ケ
イ
ト
・
バ
ー
ン
ケ
ン
氏
は

﹁
フ
ィ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ア
メ
リ

カ
と
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
、
特
に
十
分

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

貧
困
層
が
賃
金
を
得
る
た
め
の

就
職
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
経
済
に
必
要
な
Ｉ
Ｔ

技
術
を
習
得
で
き
る
よ
う
、
新

規
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共
に
拡
大
す

る
﹂
と
述
べ
た
。

■
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
目

指
す
企
業
連
携
型

２
社
１
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
こ
の
取

り
組
み
は
、SD

G
s

の
貧
困
飢

餓
ゼ
ロ
と
食
料
問
題
、
働
き
が

い
と
地
域
の
活
性
化
、
そ
し
て

低
所
得
者
が
必
要
な
賃
金
を
得

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
経
済
の
再

組
成
に
繋
が
る
と
期
待
も
大
き

い
。
２
０
２
１
年
９
月
、
米
国

で
﹁
金
融
×
Ｉ
Ｔ
×
Ｎ
Ｐ
Ｏ
﹂

が
三
位
一
体
で
、
各
業
界
の
得

意
性
を
生
か
す
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
型
が
起
動
力
と
な
り
持
続

可
能
な
社
会
再
生
へ
の
取
り
組

み
が
増
加
し
て
い
る
。

●
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ttp
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orkforce-developm
ent-

initiative/

古
市
裕
子

NY Marketing Business 
Action, Inc

代
表
　SDGs

×

次
世
代
×
企
業
価
値
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
／
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
に
17
年
勤
務
／
Ｎ
Ｙ
市
立
大

学
院
修
士
卒
・
国
連
博
士
課
程

SDGs

所
属
／
Ｎ
Ｙ
進
出
日
系

企
業
支
援
／
日
米
各
地
の
教
育

機
関
な
ど
でSDGs

に
つ
い

て
の
講
演
を
精
力
的
に
行
う
。

を
協
働
で
立
ち
上
げ
る
こ
と

を
誇
り
に
思
う
﹂
と
述
べ
た
。

２
０
１
２
年
以
来
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ

は
５
５
０
万
ド
ル
の
助
成
金
を

ホワイトストーン・ギャラリー
の白石幸生さんと前川強さんの

作品 Untitled, 2016, Acrylic, stitch 
on burlap mounted on canvas, 

70.8x59.4 in.

さ
ん
は
昭
和
42
︵
１
９
６
７
︶

年
の
画
廊
の
創
業
以
来
、
具
体

美
術
協
会
を
世
界
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
送
り
価
値
を
高
め
た
第
一

人
者
。
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美

術
館
で
２
０
１
３
年
に
開
催

さ

れ

た
﹁gutai: splendid 

playgroud 

︵
具
体

：

素
晴

ら
し
い
遊
び
場
︶
﹂
展
に
も
白

髪
一
雄
さ
ん
や
元
永
定
正
さ
ん

の
作
品
を
貸
し
出
す
な
ど
貢
献

し
た
。
今
回
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

は
具
体
美
術
第
２
世
代
の
代
表

作
家
、
前
川
強
さ
ん
︵
１
９
３
６

〜
︶
で
、
１
９
６
５
年
の
前
衛

的
な
作
品
か
ら
、
昨
今
の
麻
を

今
年
の
ア
ー
モ
リ
ー
シ
ョ
ー

見
応
え
あ
る
日
本
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

使
用
し
た
大
胆
で
美
し
い
色
合

い
の
作
品
群
ま
で
を
堂
々
と
揃

え
て
貫
禄
を
示
し
て
い
た
。
ま

た
﹁
最
近
の
ア
ジ
ア
で
は
若
手

の
作
品
が
ど
ん
ど
ん
売
れ
て
い

る
け
れ
ど
も
、
ま
た
マ
ス
タ
ー

た
ち
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
﹂

と
動
向
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

ア
・
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
カ
ナ

タ
は
、今
回
が
初
出
展
だ
。﹁
開

催
時
期
が
今
ま
で
の
春
か
ら
秋

に
移
っ
た
こ
と
で
か
ね
て
か
ら

の
希
望
が
実
現
し
ま
し
た
﹂
と

オ
ー
ナ
ー
の
青
山
和
平
さ
ん

︵
42
︶は
、15
人
の
作
品
を
展
示
。

日
本
人
作
家
な
ら
で
は
の
繊
細

で
完
成
度
の
高
い
作
品
は
、
人

気
を
集
め
て
い
た
。
特
に
人
目

を
引
い
て
い
た
の
は
、
佐
藤

健
太
郎
さ
ん
︵
１
９
９
０
〜
︶

の

抽

象

画 Serenity V
II 

(2020, 71.6x107.4 in.)

だ
。

若
干
30
歳
の
日
本
画
は
、
伝
統

的
な
﹁
た
ら
し
こ
み
﹂
技
法
を

使
い
つ
つ
も
透
明
感
あ
ふ
れ
る

爽
や
か
な
青
を
基
調
と
し
た
画

面
で
、
海
外
で
は
無
名
に
も
関

わ
ら
ず
初
日
に
売
れ
、
先
述
の

白
石
さ
ん
の
言
葉
を
裏
付
け
今

後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
あ

わ
せ
て
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
内
の
常
設
で
知
ら
れ
る
深
見

陶
治
の
青
緑
の
磁
器
も
さ
り
げ

な
く
存
在
感
を
示
し
て
い
た

が
、
深
見
さ
ん
の
作
品
は
当
地

の
エ
リ
ッ
ク
・
ト
ム
セ
ン
・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
が
定
番
作
家
と
し
て

多
く
扱
っ
て
い
る
の
で
、
ア
・

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
カ
ナ
タ
と
２

か
所
で
展
示
し
て
人
気
の
ほ
ど

が
伺
え
た
。

　

先
頃
か
ら
シ
カ
ゴ
拠
点
の
カ

ヴ
ィ
・
グ
プ
タ
の
取
扱
作
家
と

な
っ
た
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

松
山
智
一
さ
ん︵
１
９
７
６
〜
︶

の
曲
線
キ
ャ
ン
バ
ス
の
華
や
か

な
作
品 If I Fell from

 m
e 

to y
ou

 (2021, 63.7x
66 

in.)
も
見
ら
れ
た
。
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
か
ら
出
展
の
デ
ィ
リ

マ
ー
ト
も
円
形
の
抽
象
作
品

を
出
し
て
い
た
の
も
興
味
深

く
、
こ
こ
数
年
の
彼
の
絶
え
間

な
い
努
力
が
形
に
現
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。
ま
た
シ
ョ
ー

ン
・
ケ
リ
ー
か
ら
は
森
万
里
子

さ
ん
︵
１
９
６
７
〜
︶
の
乳
白

色
に
虹
色
が
入
っ
た
美
し
い
彫

刻Sprifer III (2017-2018, 
513/16x

30 5/16x
 

20 
13/16 in.)

も
光
を
放
っ
て

人
々
を
魅
了
し
て
い
た
。
田
邊

多
佳
子
さ
ん
率
い
る
ウ
ル
テ
リ

ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
ア
ー
モ
リ

ー
に
２
回
目
の
参
加
で
、
在
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、ジ
ョ
ー
ジ
・

ボ
ル
ス
タ
ー
さ
ん
︵
１
９
７
２

〜
︶
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
揃
え

て
パ
ン
チ
の
あ
る
展
示
を
見
せ

て
い
た
。

︵
佐
藤
恭
子
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
︶

背景、佐藤健太郎さん
（1990 ー）の抽象画 
Serenity VII (2020, 
Japanese pigments 
on Japanese paper 
on 3 individual panels, 
71.6x107.4 in.)
ア・ライトハウス・カ
ナタの青山和平さん
と筆者

https://www.about.us.hsbc.com/news-and-media/hsbc-and-microsoft-join-forces-to-support-the-new-feeding-america-workforce-development-initiative
https://globalbusinessus.com/hsbc-and-microsoft-join-forces-to-support-the-new-feeding-america-workforce-development-initiative/
https://globalbusinessus.com/hsbc-and-microsoft-join-forces-to-support-the-new-feeding-america-workforce-development-initiative/
mailto:masatoragoya@gmail.com
www.masatoragoya.com
http://www.yamagatadental.com
tel:2018819952
tel:18332587755
tel:2019438003
mailto:meiseimotors@aol.com
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI
　

Ｎ
Ｙ
州
観
光
局
は
８
日
、
南

は
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
か
ら
北

は
ナ
イ
ア
ガ
ラ
ま
で
、
今
秋
の

紅
葉
情
報
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

伝
え
る
デ
ジ
タ
ル
地
図
の
運
用

を
同
局
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
サ
イ
ト
︵https://w

w
w

.
iloveny.com

/

︶
で
始
め
た
。 

　

こ
の
地
図
は
、
各
地
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
観
測
者
か
ら
の
最
新

の
情
報
を
基
に
、
毎
週
水
曜
の

午
後
に
そ
の
週
末
の
紅
葉
予
報

を
更
新
す
る
。
ま
た
同
サ
イ
ト

は
リ
ン
ゴ
狩
り
や
ハ
イ
キ
ン

グ
、
ハ
ド
ソ
ン
川
ク
ル
ー
ズ
な

ど
の
近
隣
の
観
光
情
報
も
提
供

す
る
。
Ｎ
Ｙ
州
観
光
局
は
、
自

粛
生
活
が
強
い
ら
れ
た
昨
年
に

比
べ
外
出
が
自
由
に
な
っ
た
今

秋
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
来

訪
者
に
Ｎ
Ｙ
州
の
自
然
と
旬
の

魅
力
を
堪
能
し
て
も
ら
い
た

い
、
と
伝
え
て
い
る
。 

週
末
の
紅
葉
狩
り 

公
式
サ
イ
ト
で
チ
ェ
ッ
ク

 EVENT　 
■第 94 回サン・ジェナーロ祭＝ 9/16 〜 26　Little 
Italy（On Mulberry St.） パンデミックの影響で昨年中
止されたリトルイタリーのお祭り。宗教的行事やパ
レードの他、ほぼ毎日午後 7 時 30 分から無料ライブ
演奏が行われる。恒例のカノーリ大食い大会は 17 日
午後１時から、ドーナツにクリームをのせたゼッポ
レの大食い大会は 22 日午後１時から、ミートボール
大食い大会は 26 日午後１時から。
詳細は https://sangennaronyc.org/
■カーテンアップ！＝ 9/17 〜 19　Times Squre（On 
broadway 45-48 St.）タイムズスクエアで開催され
るブロードウエーショーの再開を祝う無料イベント。
期間中はさまざまなイベントが行われる。最終日午
前 11 時からのフィナーレコンサートではシカゴ、ア
ラジン、ライオンキング、オペラ座の怪人などの
ミュージカルキャストが登場し歌やダンスを披露す
る。
詳細は https://www.playbill.com/curtainup
■ジャパンフェス第 2 弾「夏祭り」＝ 9/19　10:00
〜 18:00  East Village（On 4th Ave. between 9th and 
10th St.）今回も浴衣の販売やコンテストが行われ
る。浴衣コンテストはインスタグラムのストーリー
に＠ JAPANFES をタグして投稿すると誰でも参加可
能。
詳細は https://www.japanfes.com/
■ブライアントパーク・ムービーナイト＝〜 9/28　6
番街 40 〜 42 丁目　日没から　毎夏恒例の屋外無料
映画イベントが 2 年ぶりに復活。ブランケットと夕
食を持って出かけよう。9/28 までの月曜と火曜に計
10 作品を上映。上映作品は、9/27 が「The Phantom 
of the Opera」 (2004)、9/28 が「Mrs. Doubtfi re」 (1993)。
詳細は https://bryantpark.org

MUSIC
■木川貴幸ピアノリサイタル「リゲティとブー
レ ー ズ 」 ＝ 9/22　19:30　(le) Poisson Rouge（158 
Bleecker St.）NY 在住のピアニスト木川貴幸のリサ
イタル。プログラムはピエール・ブーレーズの「ピ
アノソナタ第２番」「ピアノソナタ第３番」、ジェル

ジュ・リゲティの「ピアノのための練習曲」からの
抜粋。入場料 : テーブル席前売り $25、当日 $30。立
ち見前売り $20、当日 $25。要ワクチン接種証明。
詳細は https://www.takakigawa.com/

ART
■ 更 井 真 理 写 真 展「SEPT. 2020 NYC」 ＝ 9/23 〜
10/31　NowHere (40 Wooster St.）NYを拠点にファッ
ションフォトグラファーとして第一線活躍する更井
が、2020 年 9 月のパンデミック真っ只中のニューヨー
クをとらえた、自身初となるドキュメタリーフォト
を展示。入場無料。オープニング・レセプションは
9/23 午後 6 時から 8 時まで（要予約）。
詳細は https://nowhere-nyc.com/
■ 草 間 彌 生 展「KUSAMA：Cosmic Nature」 ＝
〜 10/31 The New York Botanical Garden (2900 
Southern Boulevard) Tel:718-817-8700  ブロンクスの
ニューヨーク植物園で開催中の前衛芸術家・草間彌
生の大規模展示。代表的なインスタレーション「ナ
ルシスの庭」や水玉模様の黄色いカボチャ「ダンシ
ング・パンプキン」などを展示。入場料：ガーデン
＆ギャラリーパスが一般 35 ドル、学生・65 歳以上
32 ドル、2 〜 15 歳は 15 ドル、2 歳以下と会員は無料。
詳細は https://www.nybg.org
■オートマニア＝〜 2022/1/2　MoMA（11 W 53rd 
St）人間と自動車の関係をテーマにした展覧会で、ス
カルプチャーガーデンのビンテージカー展示（10/10
まで）と、館内３階ギャラリーでの資料展示（来年
1/2 まで）の 2 パートにて公開。9 台のビンテージカー、
ビンテージフィルムやポスターを展示。入場料：一
般 $25、シニア $18、学生 $14、16 歳以下・会員は
無料。詳細は https://www.moma.org

新宮大史の色彩溢れる絵画の世界

　アーティスト新宮大史の個展が今
月９日から 10 月８日（金）まで、
ファッションディストリクトにあ
るカフェ・グランピー（西 39 丁目
２００番地）で開催されている。デ
ザイナーとしてのキャリアと美術講
師として勤務した経験を生かした、
平面作品でありながら立体感を感じ
られるカラフルな新作を展示してい
る。カフェの営業時間は月〜金曜の
午前７時から午後５時まで、土日休。

　

毎
年
５
月
に
や
っ
て
来
る
ハ

チ
ド
リ
が
、
涼
風
の
た
つ
９
月

に
な
る
と
た
っ
ぷ
り
と
砂
糖
水

を
飲
ん
で
、
温
暖
な
気
流
に
乗

り
遅
れ
な
い
よ
う
に
と
飛
び
立

っ
て
い
く
。
夏
中
、
ハ
チ
ド
リ

専
用
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
に
砂
糖
を

４
〜
５
倍
の
水
に
溶
か
し
て
軒

下
に
下
げ
て
お
く
と
、
日
中
フ

ィ
ー
ダ
ー
に
静
止
し
て
砂
糖
水

を
飲
ん
で
い
く
。︵
写
真
︶

　

ハ
チ
ド
リ
は
自
然
界
で
は
花

の
蜜
を
主
食
と
し
て
お
り
、
毎

秒
約
55
〜
80
回
の
高
速
で
は
ば

た
き
な
が
ら
空
中
で
静
止
す
る

ホ
バ
リ
ン
グ
飛
翔
を
し
て
花
の

中
に
ク
チ
バ
シ
を
さ
し
こ
み
、

蜜
を
吸
う
と
い
う
独
特
の
食
事

の
取
り
方
を
す
る
︵
他
に
昆
虫

も
食
べ
る
︶。
ハ
チ
ド
リ
は
急

速
な
代
謝
を
す
る
が
寿
命
は
長

く
、
10
年
以
上
生
き
る
こ
と
も

あ
る
と
さ
れ
る
。

　

﹁
ハ
チ
ド
リ
よ
、
軒
下
の
砂

糖
水
を
た
っ
ぷ
り
と
飲
ん
だ
ら

暖
か
い
風
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ

う
に
南
に
飛
び
立
っ
て
、
来

年
ま
た
帰
っ
て
お
い
で
ね
﹂。

︵
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
、　 

写
真
も
︶

夏
の
風
物
詩

ハ
チ
ド
リ

　

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
イ
ン

ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

12
日
午
後
、
ロ
ー
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
あ

る
公
園
コ
ー
リ
ア
ー
ズ
・
フ
ッ
ク
・
パ
ー
ク
で

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
の
協
力
の
も
と
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
日
本
紹
介
イ
ベ
ン
ト
﹁
ジ

ャ
パ
ン
・
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
ト
﹂
を
開
催
し
た
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
８
月
22
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た

が
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い

た
。
当
日
は
、
日
本
文
化
や
伝
統
芸
能
を
伝
え

る
お
祭
り
で
、
民
舞
座
の
日
本
舞
踊
、
太
鼓
マ

サ
ラ
の
太
鼓
演
奏
、
サ
ム
ラ
イ
ソ
ー
ド
ソ
ウ
ル

に
よ
る
殺
陣
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た

ほ
か
、
ブ
ー
ス
で
は
折
り
紙
、
書
道
、
け
ん
玉
、

フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
着
物
の
着
付
け

な
ど
を
体
験
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
参
加
者

全
員
で
輪
に
な
っ
て
盆
踊
り
を
踊
っ
た
。

　

主
催
し
た
民
舞
座
代
表
の
鈴
木
百
さ
ん
は

﹁
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
Ｎ
Ｙ
に
は
色
々
な

人
種
が
い
る
中
で
、
日
本
に
興
味
を
持
ち
文
化

を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
か
ら
こ
う
や
っ
て
参
加

し
て
い
た
だ
け
た
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
が
本
当

に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
で
し
た
﹂と
話
し
て
い
た
。

同
団
体
は
来
年
活
動
30
周
年
を
迎
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

︵
植
山
慎
太
郎
、
写
真
も
︶

ジャパン・ファンフェスト笑顔で踊る

https://sangennaronyc.org/
https://www.playbill.com/curtainup
https://www.japanfes.com/
https://bryantpark.org
https://www.takakigawa.com/
https://nowhere-nyc.com/
https://www.nybg.org
https://www.moma.org
https://www.samuraimama.com/
https://www.iloveny.com/
tel:9175773969
http://www.jwsny.org
tel:5168833046
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
tel:2122136069
http://www.lijcc.org/index.html
http://ariyoshiny.com
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 BOOKS
　

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。

　

世
代
を
超
え
て
、
誰
し
も
が

そ
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と

の
で
き
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
あ

の
デ
ザ
イ
ン
の
基
を
生
み
だ

し
た
の
が
、
成
田
亨
︵
な
り

た
・
と
お
る
／
１
９
２
９
〜

２
０
０
２
︶
と
い
う
芸
術
家
で

し
た
。
画
家
・
彫
刻
家
と
し
て

歩
み
始
め
た
頃
、
成
田
は
映
画

﹃
ゴ
ジ
ラ
﹄︵
１
９
５
４
︶
の
撮

影
現
場
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
入

り
、
特
撮
シ
ー
ン
の
制
作
に
参

加
。
こ
れ
を
機
に
映
画
美
術
に

携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

運
命
の
分
岐
点
と
な
る
の
が

１
９
６
５
〜
67
年
に
テ
レ
ビ
放

映
さ
れ
た
﹁
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
﹂﹁
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
﹂﹁
ウ
ル
ト
ラ
セ

ブ
ン
﹂。
こ
こ
に
登
場
し
た
カ

ネ
ゴ
ン
や
ガ
ラ
モ
ン
、
バ
ル
タ

ン
星
人
に
ダ
ダ
等
々
の
怪
獣
・

宇
宙
人
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
に
い
た

る
す
べ
て
の
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し

て
特
技
︵
特
撮
︶
を
手
掛
け
ま

し
た
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
デ
ザ
イ

ン
原
画
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

成
田
亨
は
怪
獣
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
際
に
、
あ
る
原
則
を
念
頭
に

お
い
て
い
ま
し
た
。﹁
現
在
の

生
物
が
た
だ
大
き
く
な
っ
た
も

の
は
止
め
て
、
必
ず
独
創
的
な

形
を
考
え
る
。
今
一
つ
は
お
化

け
は
作
ら
な
い
﹂。
彫
刻
家
で

あ
っ
た
成
田
が
﹁
形
﹂
を
探
り

生
み
出
し
た
﹁
怪
獣
﹂
は
当
時

と
て
も
新
し
い
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
あ
れ
だ
け
の
デ
ザ
イ

ン
を
生
み
出
し
な
が
ら
も
、
成

田
亨
の
名
は
長
く
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
自
分

の
﹁
作
品
﹂
と
し
て
意
識
し
て

原
画
に
は
当
時
か
ら
署
名
を
入

れ
て
お
り
、
以
降
も
映
画
等
の

仕
事
だ
け
で
な
く
、
芸
術
家
と

し
て
多
岐
に
わ
た
る
創
作
活
動

を
続
け
ま
し
た
。

　

成
田
の
ウ
ル
ト
ラ
の
デ
ザ
イ

ン
画
を
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
と
し

て
捉
え
直
す
試
み
を
初
め
て
行

っ
た
の
が
、
美
術
評
論
家
・
椹

木
野
衣
氏
の
企
画
に
よ
る
﹁
日

本
ゼ
ロ
年
﹂
展
︵
１
９
９
９
〜

２
０
０
０
、
水
戸
芸
術
館
現
代

美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︶
で
し
た
。

こ
こ
で
デ
ザ
イ
ン
画
は﹁
芸
術
﹂

と
し
て
観
客
に
新
た
な
衝
撃
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ

の

後
、

デ

ザ

イ

ン

画

１
８
９
点
は
幼
少
期
か
ら
高
校

卒
業
ま
で
を
過
ご
し
た
地
、
青

森
の
県
立
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
芸
術
家
・
成

田
亨
の
全
貌
を
知
ら
し
め
る
た

め
に
15
年
の
歳
月
を
か
け
て
実

現
し
た
の
が
、
２
０
１
４
〜
15

年
、
青
森
県
立
美
術
館
・
富
山

県
立
近
代
美
術
館
︵
現
富
山
県

美
術
館
︶・
福
岡
市
美
術
館
の

３
館
に
よ
る
初
の
大
規
模
回
顧

展
﹁
成
田
亨 

美
術
／
特
撮
／

怪
獣
﹂。
こ
の
公
式
図
録
と
し

て
刊
行
し
た
の
が
本
書
で
す
。

　

ウ
ル
ト
ラ
、
マ
イ
テ
ィ
ジ
ャ

ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
、
バ
ン
キ

ッ
ド
か
ら
、
モ
ン
ス
タ
ー
大
図

鑑
、
特
撮
美
術
、
後
年
の
絵
画
・

彫
刻
ま
で
。
未
発
表
作
品
、
実

現
し
な
か
っ
た
幻
の
企
画
案
も

含
む
５
１
５
点
を
収
録
し
た
決

定
版
作
品
集
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
書
は
７
年
前
に
発
行
。
な

ぜ
今
？　

理
由
は
近
日
公
開
の

映
画
﹃
シ
ン
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
﹄

の
企
画
・
脚
本
で
あ
る
庵
野
秀

明
氏
の
コ
メ
ン
ト
に
あ
り
ま

す
。﹁
成
田
亨
氏
の
描
い
た﹃
真

実
と
正
義
と
美
の
化
身
﹄
を
観

た
瞬
間
に
感
じ
た
﹁
こ
の
美
し

さ
を
何
と
か
映
像
に
出
来
な
い

か
﹂
と
い
う
想
い
が
、
今
作
の

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
原
点

で
し
た
﹂︵
公
式
Ｈ
Ｐ
よ
り
︶。

﹃
真
実
と
正
義
と
美
の
化
身
﹄

と
は
、
成
田
が
後
年
に
描
い
た

理
想
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
姿
で

す
︵
本
書
カ
バ
ー
画
︶。

　

本
書
は
Ｂ
５
判
変
型
４
０
０

頁
の
大
部
の
た
め
、
展
覧
会
開

催
以
降
、
長
ら
く
重
版
の
機
会

を
逸
し
て
い
ま
し
た
が
、
映

画
を
後
押
し
に
新
装
し
て
増

刷
に
。
今
こ
そ
成
田
亨
の
全

貌
を
知
り
、
作
品
の
素
晴
ら

し
さ
を
多
く
の
方
に
堪
能
し

て
い
た
だ
き
た
い
。w

w
w

.
hatorishoten.co.jp

　
　

︵
羽
鳥
書
店
／
矢
吹
有
鼓
︶

 ウルトラの原点を作った男
成田 亨・著

 羽鳥書店・刊

■相棒（金子光晴・森三千代、中公文庫）昭和の反骨の放
浪詩人金子光晴と妻の作家の森三千代の 1975 年に発行さ
れた自選ベストエッセイ集を文庫化。2 人はよき相棒同士
で、戦に上海、マレー半島、インドネシア、パリを 4 年に
わたり放浪した。金子の遺著となった本書に放浪後の夫婦
往復書簡を増補。■ファウンテンブルーの魔人たち（白石
一文、新潮社）人工子宮が作られ、出産する必要はなくな
り、AI ロボットとの自由な性交渉が可能になった世界が
舞台。小説家の前沢倫文が恋人の英理と暮らすタワーマン
ション「ファウンテンブルータワー新宿」で米露中の要人
が立て続けに不可解な死を遂げ、白い幽霊が目撃情報が相
次いだ。『週刊新潮』連載時から読者に衝撃を与えた話題作。
624 ページの大作。■なぜ妻は「手伝う」と怒るのか（佐
光紀子、平凡社新書）家事を手伝い、担っている感を持っ
ている夫なのだが、妻は夫に不満を抱いている場合が多い。
夫は妻から家事のダメ出しを食らい、手伝っているのに妻
に怒られる。男性の疑問、日本女性の家事への思い込みを
外国人のカップルとの比較などから明確にしてスムーズな
家事分担を考える。■スマホ断食（藤原智美、潮新書）生
の声より SNS を信じてしまう。スマホの本来の良さを享
受している一方で弊害は大きく、特にコロナ禍で顕著だ。
ネット社会は「あなたがあなただけでいられる時間」を剥
奪する社会と警鐘を鳴らし、月に 1 〜２日はスマホを使わない日の必要性を
説く。■インヴァート（相沢沙呼、講談社）衝撃的結末に続編執筆不可能と
言われた、５冠獲得ミステリ『medium 霊媒探偵城塚翡翠』の続編。綿密な
犯罪計画により実行された殺人事件は事故と処理された。犯人のもとに、死
者の声を聴く美女、城塚翡翠が現れた。タイトルが示す通り、犯人側から書
かれる倒叙ミステリー中編全３編を収録。■高収入と生きがいが両立する職
業「自分」の働き方（塚本亮、明日香出版社）会社を辞めて自分で起業して
稼ぐのは多くの人の憧れだが大変難しい。著者は独立後、失敗して借金を背
負う。そこから自分の得意なことで高収入を得られるための重要な３つの戦
略を考えた。ニッチ戦略、ブランド戦略、オンリーワン戦略だ。（山河麗）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

  

貧
乏
で
も
浮
気
し
て
も
別
れ
な
い
相
棒
の
２
人
。
人
間
の
生
殖
方
法
が
変
貌
し
た
世
界

で
何
が
起
こ
る
の
か
。
妻
か
ら
ダ
メ
出
し
さ
れ
る
夫
の
家
事
の
理
由
。
ス
マ
ホ
を
使
わ
な

い
日
を
設
け
よ
う
。
衝
撃
ミ
ス
テ
リ
ー
の
続
編
。
自
分
ら
し
さ
で
稼
ぐ
方
法
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

﹁
お
彼
岸
﹂
っ
て
な
あ
に
？

﹁
七
五
三
﹂
の
意
味
は
？
﹁
お

正
月
﹂
の
行
事
あ
れ
こ
れ
な

ど
。
﹁
和
﹂
の
伝
統
行
事
と
季

節
の
楽
し
み
を
愛
ら
し
い
動
物

た
ち
の
イ
ラ
ス
ト
で
楽
し
く
紹

介
し
た
本
。 

ウ
サ
ギ
、
タ
ヌ
キ
、

ク
マ
の
家
族
が
行
事
の
案
内
役

と
し
て
登
場
し
、
秋
の
ペ
ー
ジ

に
は
紅
葉
や
木
の
実
、
野
ブ
ド

ウ
な
ど
細
か
く
描
か
れ
た
イ
ラ

ス
ト
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

　

９
月
は
長
月
、
ま
た
は
﹁
紅

葉
月
﹂
や
﹁
菊
月
﹂
と
も
い
う

そ
う
。
10
月
は
神
無
月
の
ほ
か

に
﹁
時
雨
月
﹂
と
い
う
趣
の
あ

る
和
風
月
名
も
あ
る
と
か
。

　

本
書
﹃
和
の
行
事
え
ほ
ん
２　

秋
と
冬
の
巻
﹄
で
は
９
月
か
ら

２
月
ま
で
を
順
番
に
追
い
、
日

本
の
伝
統
行
事
に
つ
い
て
季
節

を
通
し
て
丁
寧
に
紹
介
し
て
い

る
。
３
月
か
ら
８
月
の
行
事
を

紹
介
す
る
﹃
春
と
夏
の
巻
﹄
と

あ
わ
せ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
生
ま

れ
育
っ
た
、
ま
た
は
米
国
で
長

く
暮
ら
す
子
供
た
ち
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
。
ま
た
は
、
日
本
に

興
味
の
あ
る
外
国
人
へ
の
贈
り

物
に
も
喜
ば
れ
そ
う
な
一
冊
。

対
象
は
小
学
校
中
学
年
か
ら
、

も
ち
ろ
ん
大
人
に
も
。︵
高
田
︶

和
の
伝
統
行
事
を
楽
し
く
紹
介
す
る
絵
本

 『和の行事えほん２ 秋と冬』
絵と文：高野紀子

あすなろ書房　2007 年

http://www.hatorishoten.co.jp
http://www.hatorishoten.co.jp
http://www.hatorishoten.co.jp
http://www.hatorishoten.co.jp
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

﹁
石
を
揺
ら
し
て
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
る
な
ん
て
、
面
白
い
も

の
を
作
る
会
社
だ
な
ぁ
﹂
と
、

知
り
合
い
か
ら
ダ
ン
シ
ン
グ

ス
ト
ー
ン
の
商
品
を
も
ら
っ

た
歌
舞
伎
役
者
の
市
川
九
團

次
氏
は
、
呟
く
や
否
や
自
身

の

ブ

ラ

ン

ド
︻FU

LE
R

U
 

N
IN

E

︼
で
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
社

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
シ
ル
バ
ー

×
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
ジ
ル
コ
ニ
ア

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
ネ
ッ
ク
レ
ス

を
販
売
し
た
。
ま
た
サ
ン
リ
王

の
土
橋
氏
と
会
い
、
い
ろ
い
ろ

な
話
を
し
て
い
く
う
ち
に
サ
ン

リ
オ
ウ
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
九
團

次
氏
は
演
技
で
﹁
人
び
と
を
感

動
さ
せ
た
い
﹂
と
い
う
思
い
が

か
さ
な
り
意
気
投
合
し
て
い
っ

た
の
は
２
０
１
８
年
の
初
頭
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
両
者
が

コ
ラ
ボ
す
る
﹁
伝
統
と
革
新
の

融
合
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

歌
舞
伎
や
日
本
の
伝
統
文
化
を

テ
ー
マ
と
す
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
の

シ
リ
ー
ズ
を
打
ち
だ
す
こ
と
に

な
っ
た
。
す
で
に
自
身
の
ブ
ラ

ン
ド
を
も
つ
九
團
次
氏
だ
が
、

物
販
の
最
高
峰
で
あ
る
貴
金
属

と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
な
ど
の
天
然

石
に
よ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
を
い
つ
か
は
手
掛
け
た
い
と

思
い
を
募
ら
せ
て
い
た
の
だ
。

そ
し
て
早
速
サ
ン
リ
王
の
も
と

で
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
と
し

た
。
九
團
次
氏
の
意
見
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
中
心
に
、
ブ
ラ
ン
ド

コ
ン
セ
プ
ト
、
イ
メ
ー
ジ
カ

ラ
ー
、
ロ
ゴ
な
ど
歌
舞
伎
の
演

目
内
容
、
登
場
人
物
な
ど
を
深

掘
り
し
て
シ
リ
ー
ズ
ご
と
に
進

め
ら
れ
た
。
音
楽
と
同
じ
よ
う

に
歌
舞
伎
の
よ
う
な
優
れ
た
物

語
が
長
き
に
渡
っ
て
人
々
を
魅

了
し
て
い
る
の
は
、
観
る
ご
と

に
人
々
の
状
況
や
心
境
に
よ
っ

て
異
な
る
輝
き
を
放
ち
続
け
て

い
る
か
ら
で
、
そ
こ
か
ら
ブ
ラ

ン

ド

名
︻R

e;sonate

︼︵

リ

ゾ
ネ
イ
ト
︶R

e

は
繰
り
返
し

を
表
し
、sonate

は
器
楽
を

使
っ
た
音
楽
の
奏
鳴
曲:

ソ
ナ

タ
の
こ
と)

に
命
名
し
た
。

　

つ
い
に
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ

ト
﹁
伝
統
と
革
新
の
融
合
﹂
に

よ
る
第
一
弾
、気
高
さ
や
信
念
、

美
し
さ
な
ど
自
分
自
身
が
も
つ

才
能
を
開
花
さ
せ
た
こ
と
で
人

生
を
切
り
開
い
た
歌
舞
伎
を
語

る
に
は
欠
か
せ
な
い
5
人
の
女

性
を
テ
ー
マ
に
し
た
︻
花
ひ
ら

く
︼
シ
リ
ー
ズ
が
生
ま
れ
た
。

　

使
用
す
る
地
金
は
プ
ラ
チ

ナ
、
イ
エ
ロ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ピ

ン
ク
ゴ
ー
ル
ド
の
3
色
展
開

で
、
石
は
天
然
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

を
使
用
、
今
後
は
色
石
も
導
入

予
定
だ
と
い
う
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
、
本
物
の
良
さ
を
知
り
尽
く

し
ト
レ
ン
ド
も
押
さ
え
つ
つ
日

本
の
伝
統
や
文
化
に
造
詣
が
深

く
、
上
質
な
も
の
を
好
む
50
代

以
上
の
女
性
。

　

シ
リ
ー
ズ
の
最
初
に
登
場
す

る
の
は
、
巫
女
で
あ
り
な
が
ら

歌
舞
伎
の
創
始
者
で
あ
る
自
ら

の
才
能
で
新
た
な
芸
術
文
化
を

作
り
上
げ
た
傾
奇
者
で
あ
っ
た

出
雲
阿
国
。
ち
な
み
に
、
歌
舞

伎
の
語
源
と
な
っ
た
﹁
傾
く
﹂

と
は
、
真
っ
直
ぐ
で
は
な
く
一

筋
で
は
い
か
な
い
ア
ウ
ト
ロ
ー

を
意
味
す
る
そ
う
だ
。

津
延
美
衣
︵
つ

の

べ

み

え

︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

写真 : クロスフォー株式会社

44

山
梨
と
宝
石

﹁
新
ブ
ラ
ン
ド
︻
リ
ゾ
ネ
イ
ト
︼
の
誕
生
秘
話
﹂
17

　

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
か
ら
七

年
目
の
九
月
十
一
日
、
式
典
が

終
わ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゼ
ロ
の

脇
に
あ
る
通
路
を
歩
い
て
い

た
。
金
網
の
向
こ
う
に
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゼ
ロ
が
見
え
る
。
こ
の

巨
大
な
空
虚
な
穴
を
見
つ
め
て

い
る
と
、
心
臓
を
え
ぐ
ら
れ
た

よ
う
に
息
苦
し
く
な
っ
て
く

る
。

　

私
の
少
し
前
を
、
女
の
人
ふ

た
り
と
少
女
が
何
か
を
語
り
合

い
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
歩
い

て
い
る
。

　

金
網
に
貼
ら
れ
た
大
き
な
星

条
旗
の
前
で
、
三
人
は
足
を
止

め
た
。Flag of H

onor

︵
名

誉
の
旗
︶
と
呼
ば
れ
る
旗
だ
。

あ
の
日
の
テ
ロ
で
亡
く
な
っ
た

す
べ
て
の
人
の
名
前
が
、
小
さ

な
文
字
で
印
刷
さ
れ
、
星
条
旗

を
び
っ
し
り
埋
め
尽
く
し
て
い

る
。

　

N
o

w
 a

n
d

 fo
re

v
e

r 
it w

ill represen
t th

eir 
im

m
ortality

W
e sh

all n
ev

er forg
et 

them

　

今
も
、
と
こ
し
え
に
も
、
彼

ら
は
死
ん
で
は
い
な
い
こ
と
を

象
徴
し
て
い
る

　

我
々
は
彼
ら
を
決
し
て
忘
れ

な
い

　

星
条
旗
の
隣
に
は
、
三
十
代

ほ
ど
の
男
性
の
顔
写
真
が
貼
ら

れ
て
い
た
。
白
っ
ぽ
い
シ
ャ
ツ

を
着
て
、
首
を
右
に
傾
け
、
笑

っ
て
い
る
。
写
真
は
ビ
ニ
ー
ル

で
覆
わ
れ
、
星
条
旗
と
同
じ
ブ

ル
ー
の
リ
ボ
ン
で
、
両
端
を
し

っ
か
り
金
網
に
く
く
り
つ
け
ら

れ
て
い
た
。

　

女
の
子
は
バ
ッ
グ
の
中
か
ら

ペ
ン
を
取
り
出
す
と
、
星
条
旗

に
向
か
っ
て
、
何
か
書
き
始
め

た
。
ふ
た
り
の
女
性
は
、
祖
母

と
母
親
だ
ろ
う
か
。
少
女
を
見

守
っ
て
い
る
。

　

私
に
気
づ
く
と
、
年
配
の
方

の
女
性
が
ほ
ほ
笑
み
、言
っ
た
。

　

こ
の
子
の
父
親
な
ん
で
す

よ
。

　

少
女
は
父
親
を
失
い
、
そ
の

人
は
息
子
を
失
い
、
そ
し
て
、

そ
ば
に
い
た
女
性
は
夫
を
失
っ

た
。

　

か
け
る
言
葉
が
見
つ
か
ら
な

い
。
私
は
黙
っ
て
、
た
だ
、
少

女
の
肩
を
そ
っ
と
さ
す
っ
た
。

ダ
デ
ィ
の
星
条
旗

エッセイ連載 ㉑

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　

胸
が
詰
ま
り
、
何
も
言
え
な

い
私
を
察
し
た
の
だ
ろ
う
。
祖

母
が
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
、
私
に

言
っ
た
。

　

T
hank you for caring.

　

気
に
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
、

あ
り
が
と
う
。

　

三
人
が
立
ち
去
り
、
私
は
写

真
の
前
に
た
だ
ひ
と
り
残
っ

た
。
リ
ボ
ン
と
同
じ
ブ
ル
ー
の

イ
ン
ク
で
、
少
女
が
書
い
た
不

ぞ
ろ
い
の
文
字
は
、
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
じ
ん
で
い
る
。

　

D
addy

, I love &
 m

iss 
you.

　

ダ
デ
ィ
、
愛
し
て
る
。
会
え

な
い
な
ん
て
、
さ
び
し
い
。

　

少
女
の
笑
顔
は
、
こ
の
写
真

の
父
親
に
そ
っ
く
り
だ
っ
た
。

父
親
は
、
胸
の
前
で
ぎ
ゅ
っ
と

拳
を
握
っ
て
い
る
。
笑
顔
は
や

さ
し
い
の
に
、
手
の
血
管
が
は

っ
き
り
と
浮
き
出
て
、
力
が
入

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

負
け
る
な
よ
。
い
つ
も
ダ
デ

ィ
が
つ
い
て
い
る
か
ら
な
。

　

そ
う
、
少
女
を
元
気
づ
け
て

い
る
か
の
よ
う
に
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
４
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
の
さ
ん
ぽ
﹄
に
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://books.bu
n

shu
n

.
jp/list/search-g?q=

岡

田

光
世

　

乳
が
ん
・
卵
巣
が
ん
・
子
宮

が
ん
患
者
を
日
本
語
で
サ
ポ
ー

ト
す
るJapanese SH

A
R

E

︵
ブ
ロ
デ
ィ
ー
愛
子
代
表
︶
は

10
月
２
日
︵
土
︶
午
後
７
時

か
ら
、﹁C

O
V

ID
-19

と
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
現
状 

﹂
と
題

し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
正
確
な
情

報
を
お
届
け
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
﹁
こ
び
ナ
ビ
﹂
よ
り
、
副
代

表
の
峰
宗
太
郎
医
師
︵
日
本
病

理
専
門
医
︶
と
幹
事
の
安
川

康
介
医
師
︵
米
国
内
科
専
門

医
、
米
国
感
染
症
専
門
医
︶
が

C
O

V
ID

-19

と
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
最
新
情
報
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
事
前

登
録
。
定
員
１
０
０
０
人
。

参
加
希
望
者
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://form
s.gle/

fgST
4Y

U
zST

8zD
C

sv9

内

の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
む
。

Japanese SH
AR

E

ウ
ェ
ビ
ナ
ー

﹁C
O

V
ID

-19

と
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
現
状 

﹂

https://books.bunshun.jp/list/search?authors.qname=%E5%B2%A1%E7%94%B0%E5%85%89%E4%B8%96
https://forms.gle/fgST4YUzST8zDCsv9
https://mijikan.blogspot.com/
https://mijikan.blogspot.com/
tel:2014031647
http://www.idocenter.com
https://artofhaiku.org/
tel:2127592392
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

新
し
い
か
た
ち
の
補
習
校

A
lto

が
開
校
、
児
童
が
登
校

　

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
開
校
し

た
、
新
し
い
か
た
ち
の
補
習
校

A
lto W

eekend School

︵
中

村
健
人
校
長
︶
は
、
初
め
て
の

登
校
日
を
迎
え
た
。

　

学
年
別
の
ク
ラ
ス
を
設
け

ず
、
小
１
〜
小
３
の
児
童
が
同

じ
教
室
で
学
ぶ
。
緊
張
し
た
面

持
ち
の
児
童
も
、
新
し
い
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
と
自
己
紹
介
、
ゲ
ー

ム
を
行
い
な
が
ら
打
ち
解
け
て

い
っ
た
。
初
回
の
授
業
で
は
学

習
を
始
め
る
前
に
、
自
分
の
今

の
気
持
ち
や
学
習
に
対
す
る
気

持
ち
、
目
指
す
目
標
な
ど
を
言

語
化
し
て
い
っ
た
。
今
後
は
学

習
目
標
を
児
童
自
身
が
意
識
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。
算
数
は

ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
﹁
す
ら

ら
﹂
を
使
用
し
て
学
習
を
進
め

た
。
自
分
の
到
達
度
に
合
わ
せ

て
レ
ッ
ス
ン
に
取
り
組
め
る
の

で
児
童
は
﹁
こ
れ
を
や
っ
て
み

る
﹂
と
意
欲
的
な
姿
を
見
せ
て

い
た
。

　

A
lto

で
は
各
児
童
の
理
解

度
に
合
わ
せ
て
進
度
を
調
整

し
、
子
ど
も
が
自
ら
学
習
を

進
め
る
こ
と
を
目
指
す
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

alto-edu.com

ま
で
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

alto-edu.com

を
参
照
す
る
。

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
相
澤
順
校
長
︶
の
６
年

生
が
１
日
か
ら
３
日
ま
で
修

学
旅
行
で
ボ
ス
ト
ン
を
訪
れ

た
。
1
日
目
は
プ
リ
マ
ス
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
リ
マ
ス
ロ

ッ
ク
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
を
訪

れ
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
や
誕
生

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
２
日
目
は

ボ
ス
ト
ン
科
学
館
、
フ
リ
ー
ダ

ム
ト
レ
イ
ル
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学
︵
Ｍ
Ｉ
Ｔ
︶
な
ど
を
訪
れ

た
。
フ
リ
ー
ダ
ム
ト
レ
イ
ル
で

は
、
現
地
ガ
イ
ド
か
ら
ア
メ
リ

カ
独
立
に
先
人
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
説
明

を
受
け
、
史
跡
を
巡
っ
た
。
ま

た
、
大
学
巡
り
で
も
現
地
ガ
イ

ド
に
よ
る
説
明
に
子
供
た
ち
は

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。３
日
目
は
Ｊ
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
生
誕
地
や
ボ

ス
ト
ン
茶
会
事
件
博
物
館
を
訪

れ
た
。
３
日
間
を
通
し
て
、
歴

史
や
文
化
を
学
ん
だ
り
、
多
く

の
人
々
と
英
語
で
関
わ
っ
た
り

し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
魅
力
を
た

く
さ
ん
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
友
達
と
寝
食
を
共

に
し
行
動
し
た
こ
と
で
、
友
達

の
新
し
い
一
面
や
良
さ
を
発
見

し
た
り
、
協
力
や
思
い
や
り
の

心
が
芽
生
え
、
普
段
の
学
校
生

活
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。

思い出
いっぱい

NY日本人学校

ボストン修学旅行

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
教

育
委
員
会
に
よ
る
外
国
語
サ
ポ

ー
ト
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
教
育
委
員
会
に
は
翻
訳
・

通
訳
を
担
当
す
る
部
署
が
あ

り
、
同
市
公
立
校
に
子
女
を
通

学
さ
せ
て
い
る
、
英
語
に
不
自

由
な
保
護
者
・
子
女
に
対
し
外

国
語
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
日
本
語
に
関
し
て
同
委
員

会
は
、
学
校
側
か
ら
同
委
員
会

に
対
し
要
請
の
あ
る
場
合
に
限

り
、
学
校
と
保
護
者
・
子
女
の

間
で
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
対
し
電
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
の
で
、
必
要

な
場
合
に
は
、
各
自
学
校
に
相

談
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
る
︵
Ｈ
Ｐ
下
記
参
照
︶。

　

な
お
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
公
立
校
の
入
学
手
続
き

の
際
に
は
、
提
出
を
要

求
さ
れ
る
書
類
の
中
で
、

︵
１
︶
自
宅
で
主
に
使
用

し
て
い
る
言
語
は
何
か
、

︵
２
︶
学
校
が
保
護
者
と

連
絡
を
取
る
に
あ
た
り
希

望
す
る
使
用
言
語
は
何

か
、
と
の
質
問
が
含
ま
れ

て
い
る
が
、
こ
の
２
つ
の

質
問
に
対
し
﹁
日
本
語
﹂

と
回
答
す
る
こ
と
で
、
教

育
委
員
会
と
学
校
に
対
し

第
一
言
語
は
日
本
語
で
あ

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
出
来
る
と
し
て
い

る
。
但
し
、
日
本
語
に
よ

る
対
応
を
必
ず
し
も
期
待

で
き
る
わ
け
で
な
い
と
し

て
い
る
。
ま
た
こ
の
質
問

に
﹁
日
本
語
﹂
と
回
答
し

た
場
合
に
は
﹁
英
語
が
不

自
由
な
児
童
﹂
と
認
定
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
そ
の
点
も
留
意
す
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

https://www.schools.nyc.gov/Offi ces/Translation/PhoneInterpretationServices/Default.htm　

現
地
校
で
の
外
国
語

サ
ポ
ー
ト
態
勢
紹
介

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://alto-edu.com
https://www.bozubrooklyn.com/
https://www.schools.nyc.gov/Offices/Translation/PhoneInterpretationServices/Default.htm
http://www.kodomony.org
tel:2014616502
https://www.nykoyamashodo.com/
http://starchildny.com
http://www.seido.com
http://ze-edu.com


(13)　　 ［教　育］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）9 月18 日（土）
 

幼
児
の
部

小
学
五
年
・
六
年
の
部

 

中
学
の
部

  

高
校
・
一
般
の
部

小
学
一
年
・
二
年
の
部

小
学
三
年
・
四
年
の
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
２
８
１

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
４
５
２

Ｎ
Ｙ
土
筆
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

Ｎ
Ｙ
小
山
書
道
教
室

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
第
43
回
秋
期
課
題
、
第
１
回
目

の
選
考
作
品
21
点
を
発
表
し
ま
す
。

　

紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
選
考
作
品
の
な
か
か
ら
、
年
度
末

に
年
間
最
優
秀
大
賞
と
優
秀
賞
を
選
出
し
、
米
国
ゼ
ブ
ラ

社
よ
り
豪
華
筆
記
用
具
セ
ッ
ト
の
賞
品
と
賞
状
が
授
与
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
作
品
の
応
募
数
が
一
番

多
か
っ
た
団
体
に
は
、
特
別
団
体
賞
と
し
て
応
募
人
数
分

の
ゼ
ブ
ラ
ペ
ン
を
進
呈
し
ま
す
。

　

課
題
の
見
本
と
規
定
用
紙
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.n

y
seikatsu.com

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
応
募
要
項
の
詳
細
も
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

 

現
在
発
表
に
な
っ
て
い
る
第
43
回
秋
期
課
題
の
第
２
次
応
募
締
め
切
り
は
9
月

31
日
︵
木
︶
で
す
。
選
考
作
品
の
発
表
は
10
月
9
日
号
と
な
り
ま
す
。
引
き
続

き
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

＊
応
募
作
品
デ
ー
タ
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

＊

＊

＊

 協賛：米国ゼブラ社

 週刊ＮＹ生活
 第 43 回秋期課題選考作品発表（１）

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.zebrapen.com/
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
土
筆
教
室
年
中

静　

真
叶

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
１

　

松
谷　

奏
人

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
６

嶋
田　

咲
紀
子

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
１

松
谷　

一
輝

N
Y
土
筆
教
室
小
３

土
田　

美
侑　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会

成
　
昱
亮

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
︵
Ｎ

Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
市　

半
場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
︶
で
は
、
九
月
十
一
日
︵
土
︶

に
９
・
11
か
ら
20
年
の
追
悼
メ

モ
リ
ア
ル
を
兼
ね
た
避
難
訓
練

を
実
施
し
た
。
サ
タ
デ
ー
ス
ク

ー
ル
で
は
こ
の
時
期
に
毎
年
避

難
訓
練
と
併
せ
て
９
・
11
追
悼

の
黙
祷
を
行
っ
て
い
る
。

　

幼
児
部
か
ら
中
学
部
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
全
員
と
職
員
が
、

訓
練
と
し
て
の
避
難
を
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
実
施
し
た
。
20
年
と
い

う
歳
月
が
経
っ
た
が
人
の
命
は

い
か
な
る
時
も
大
切
で
あ
る
こ

と
、
あ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事

件
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
事
を

願
い
、
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ

た
。

　

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校

で
は
、﹁
土
曜
日
は
日
本
語
の

日
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
毎
週
土

曜
日
を
過
ご
し
て
い
る
。
Ｎ

Ｊ
州
の
保
健
局
の
指
導
の
下
、

C
O

V
ID

-19

感
染
対
策
を
取

り
つ
つ
昨
年
の
九
月
か
ら
対
面

授
業
を
可
能
に
し
、
幼
児
部
か

ら
高
等
部
ま
で
の
子
ど
も
達
の

笑
顔
が
集
ま
る
毎
土
曜
日
と
な

っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
の
児
童

避難訓練と併せ9.11追悼

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
菱
沼
省
二
校
長
︶
中
等

部
の
28
人
は
9
日
、
ジ
ョ
ン
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
に
て
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
航
空
教
室
に
参
加
し
た
。　

コ
ロ
ナ
禍
な
が
ら
も
少
し
ず
つ

活
気
を
取
り
戻
し
始
め
た
Ｊ
Ｆ

Ｋ
空
港
で
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
協
力
の

も
と
、
普
段
の
空
港
利
用
で
は

見
ら
れ
な
い
舞
台
裏
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

生
徒
た
ち
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
総
務
オ

フ
ィ
ス
に
て
業
務
紹
介
の
動
画

を
視
聴
し
た
後
、
旅
客
や
整
備

等
、
各
部
署
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
に
よ
る
説
明
を
受
け
な
が
ら

空
港
内
を
見
学
し
た
。
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
奧
に
あ

る
Ｃ
Ａ
が
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を

行
う
オ
フ
ィ
ス
や
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
出
発
ゲ

ー
ト
に
も
入
ら
せ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
は
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
に
あ
る
航
空
訓
練
所

とZoom

を
繋
ぎ
、
現
役
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
直
接
質
問
に
答
え

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
た
。

　

見
学
中
に
何
度
も
耳
に
し
た

﹁
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
﹂
と
い
う
言

葉
。
部
署
と
部
署
と
の
連
携
、

そ
し
て
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
と
現

地
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
。
一
丸
と

な
っ
て
安
全
運
航
に
取
り
組
む

様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
、
生

徒
た
ち
は
航
空
業
や
﹁
働
く
﹂

こ
と
に
つ
い
て
思
い
を
新
た
に

し
た
一
日
と
な
っ
た
。

N J 日本人学校

JAL 航空教室
チームワークを学ぶ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
の
初
等
部

２
年
生
が
14
日
、
移
動
教
室
で

マ
リ
タ
イ
ム
水
族
館
を
見
学
し

た
。
こ
れ
ま
で
国
語
の
授
業
で

﹁
ス
イ
ミ
ー
﹂﹁
ど
う
ぶ
つ
園
の

じ
ゅ
う
い
﹂
を
学
習
し
、
生
活

科
で
は
生
き
物
を
育
て
た
り
観

察
し
た
り
す
る
学
習
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

今
回
の
移
動
教
室
で
は
﹁
生

き
物
の
動
き
や
形
な
ど
の
特

徴
、
変
化
や
成
長
の
様
子
を
じ

っ
く
り
観
察
し
よ
う
﹂
と
い
う

目
的
と
、SD

G
s

目
標
14
に
つ

い
て
も
同
時
に
学
習
し
﹁
豊
か

な
海
を
守
る
た
め
に
自
分
た
ち

に
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
﹂

と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

水
族
館
を
見
学

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplanning.com/
https://www.kokinshodo.com/
https://japaneseschool.org


(15)　　 ［作文のページ］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）9 月18 日（土）

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人には
全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生
活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。
●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長 2000 字まで。●写真を必ず添え
て、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名、E メールアドレスを明記のこと。

 ●郵送先： NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun

             71 West 47th Street #1205, New York, NY 10036

＊ E メールでの応募も受付開始しました。スキャンした作文（PDF) または
Word 原稿に写真データと上記応募規定にある個人情報を添えて 

nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

 主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

み
な
さ
ん
は
実
際
の
カ
メ
レ

オ
ン
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。
僕
は
現
地
校
の
生
物
室
で

カ
メ
レ
オ
ン
を
学
校
の
ペ
ッ
ト

と
し
て
世
話
を
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
僕
は
中
等
部
の

二
年
目
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

か
な
り
の
動
物
好
き
で
す
。
特

に
は
虫
類
や
両
生
類
が
大
好
き

で
す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
校

長
先
生
に
、
生
物
室
に
新
し
い

は
虫
類
の
ペ
ッ
ト
が
必
要
、
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
僕
と
一
緒
に

生
物
室
の
動
物
の
世
話
を
す

る
、
動
物
好
き
の
ジ
ム
と
話
し

合
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
学
校

で
実
際
に
飼
う
こ
と
の
で
き

る
、
難
し
す
ぎ
な
い
は
虫
類
、

そ
し
て
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス

な
の
で
、
家
で
は
買
っ
て
も
ら

え
な
い
よ
う
な
ド
リ
ー
ム
ペ
ッ

ト
を
、
二
人
で
時
間
を
か
け
て

考
え
ま
し
た
。
僕
た
ち
は
ジ
ャ

ク
ソ
ン
カ
メ
レ
オ
ン
に
決
め
ま

し
た
。
学
校
で
カ
メ
レ
オ
ン
を

飼
え
る
な
ん
て
、
二
度
と
な
い

よ
う
な
大
チ
ャ
ン
ス
だ
、
と
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
住
み
家
を
作

り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
の
二
時
間
目
、
校

内
放
送
で
、
﹁C

an M
asato 

com
e to th

e office to 
pick u

p a package

？
﹂

と
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
ま
し
た
。

カ
メ
レ
オ
ン
が
や
っ
と
つ
い

た
！
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
ジ

ム
の
ク
ラ
ス
ま
で
走
っ
て
行

き
ま
し
た
。
ジ
ム
と
一
緒
に

開
け
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中
に

は
小
指
の
半
分
の
長
さ
の
カ

メ
レ
オ
ン
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
か
ら
四
ヶ
月
後
の
今
、

カ
メ
レ
オ
ン
は
元
気
で
す
。
毎

日
、
少
し
早
く
学
校
に
行
っ
て

朝
の
間
に
世
話
を
し
ま
す
。
週

末
や
冬
休
み
な
ど
も
一
日
お
き

に
用
務
員
の
お
兄
さ
ん
に
連
絡

し
て
、
一
人
で
学
校
に
行
き
、

水
や
え
さ
の
確
認
を
し
ま
す
。

大
変
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
僕
は
動
物
と
一
緒
に
い

る
こ
と
は
、
苦
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
物
室
に
は
カ
メ
レ
オ
ン

以
外
に
は
イ
ン
コ
、
カ
ブ
ト
ガ

ニ
、
魚
、
ナ
ナ
フ
シ
な
ど
が
い

ま
す
。
そ
の
動
物
た
ち
の
世
話

も
し
て
い
ま
す
。
僕
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
こ
れ
を
し
な
が
ら
、

自
分
で
生
物
室
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
学
校
の
下
級
生
が
上
級
生
か

ら
、
動
物
と
ふ
れ
合
い
な
が

ら
、
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
場
所

に
な
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
将

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。
僕
は
こ

の
学
校
を
あ
と
一
年
で
卒
業
し

ま
す
。
な
の
で
僕
は
次
の
一
年

で
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
少
し
で

も
形
に
し
て
か
ら
卒
業
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
僕
の
ア
イ
デ
ィ

ア
は
、
海
水
動
物
の
タ
ッ
チ
タ

ン
ク
や
、
動
物
園
の
よ
う
に
、

全
部
の
動
物
に
ラ
ベ
ル
を
作
っ

た
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
後
、

僕
が
卒
業
し
た
後
に
動
物
世
話

を
す
る
人
を
決
め
て
、
何
を
す

る
べ
き
か
、
を
教
え
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ぼ
く
の

し
ゅ
み
な
だ
け
で
は
な
く
、
学

校
の
財
産
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
僕
の
学
校
に
残
す
﹁
レ
ガ
シ

ー
﹂
で
、
今
日
の
え
さ
を
あ
げ

な
が
ら
、
僕
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
そ

ろ
そ
ろ
始
め
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　

２
０
２
０
年
、
世
界
は
一
瞬

に
し
て
あ
る
﹁
恐
ろ
し
い
何

か
﹂
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の

正

体

は
、CO

V
ID

-19

こ

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

す
。
昨
年
３
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
と
も

に
非
常
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出
は

自
粛
す
る
、
密
を
防
ぐ
。
賑
わ

っ
て
い
た
町
か
ら
は
徐
々
に
人

が
消
え
、
お
店
も
閉
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。
友
達
の
家
に
遊
び

に
行
っ
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

外
食
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
出

来
ず
、
次
第
に
簡
単
に
家
の
外

に
出
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
耳
に
し
、
少
し
前
か

ら
知
っ
て
い
た
﹁
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
﹂
と
い
う
言
葉
。
自
分
に

は
関
係
な
い
だ
ろ
う
、
ほ
ん
の

数
か
月
経
っ
た
ら
収
ま
る
だ
ろ

う
、
な
ど
と
ど
こ
か
他
人
事
の

よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
う
考
え
て
い
る
う
ち

に
私
た
ち
が
住
む
国
へ
、
町
へ

と
感
染
は
広
が
り
、
感
染
者
数

も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
こ

の
状
況
を
理
解
す
る
に
は
、
時

間
が
必
要
で
し
た
。

　

昨
年
4
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
人
学
校
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し

た
。
私
が
６
年
間
在
籍
し
て
い

て
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
開

校
し
て
か
ら
今
ま
で
の
中
で

も
、
異
例
な
出
来
事
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
学
校
に
行
く
こ
と
は

で
き
ず
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗

っ
て
登
校
す
る
と
い
う
毎
日
の

﹁
当
た
り
前
﹂
は
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
授
業
は
毎
日
パ

ソ
コ
ン
の
前
に
座
り
、
自
宅
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
画
面
越
し

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
好
き
で

楽
し
み
だ
っ
た
体
育
の
授
業
や

家
庭
科
の
実
技
、
音
楽
の
合
奏
。

昨
年
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

や
っ
て
い
た
こ
と
を
全
く
同
じ

よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
う

こ
と
は
、
不
可
能
で
し
た
。
最

初
は
全
く
新
し
い
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
の
授
業
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
自
分
も
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
外
に
出
て
体
を
動

か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
、

友
達
に
会
い
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
高
ま
る
ば
か
り
で
し
た
。

予
定
さ
れ
て
い
た
学
校
行
事
は

ほ
と
ん
ど
中
止
や
延
期
に
な

り
、
悔
し
く
て
悲
し
か
っ
た
こ

と
を
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え

て
い
ま
す
。
当
時
私
は
初
等
部

最
後
の
6
年
生
で
、
卒
業
式
は

学
校
で
行
え
る
の
だ
ろ
う
か
、

こ
の
ま
ま
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会

え
ず
に
一
年
が
終
わ
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
な
ど

の
不
安
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。

　

自
粛
期
間
、
私
は
以
前
よ
り

ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
も
に
ニ
ュ

ー
ス
を
気
に
か
け
る
こ
と
が
増

え
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に

は
衝
撃
的
な
記
事
も
沢
山
あ
り

ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
の
延
期
開
催
や
突
然

の
芸
能
人
の
死
に
つ
い
て
。
職

を
失
っ
た
り
、
経
営
が
困
難
な

状
況
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
り

し
た
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
つ

い
て
。
そ
し
て
、
私
た
ち
日
本

人
を
含
む
ア
ジ
ア
人
の
差
別
的

な
事
件
に
つ
い
て
。
毎
日
報
道

さ
れ
る
バ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

い
て
、
コ
ロ
ナ
や
差
別
事
件
に

対
す
る
自
分
の
中
の
恐
怖
心
は

高
ま
る
一
方
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
、
２
０
２
１

年
。
少
し
ず
つ
私
た
ち
の
生
活

に
今
ま
で
の
日
常
が
戻
っ
て
き

て
い
ま
す
。
学
校
に
も
毎
日
登

校
す
る
こ
と
が
で
き
、
昨
年
は

行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
学

校
行
事
も
行
う
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
二
年
ぶ
り
の
運
動

会
。
１
か
ら
９
年
生
の
絆
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二

年
ぶ
り
の
修
学
旅
行
。
８
年
生

と
一
緒
に
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に

浸
り
、
心
を
通
わ
せ
る
楽
し
さ

と
感
動
を
学
び
ま
し
た
。
私
た

ち
の
学
校
の
特
色
の
一
つ
で
あ

る
こ
の
行
事
を
行
う
こ
と
が
こ

ん
な
に
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
だ

っ
た
の
か
、
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
っ
た
の
か
と
強
く
感
じ
ま
し

た
。
学
校
に
行
け
る
と
い
う
こ

と
、
友
達
に
会
え
る
と
い
う
こ

と
、
行
事
を
行
え
る
と
い
う
こ

と
、
す
べ
て
に
﹁
あ
り
が
た
い
﹂

と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
私

は
憎
い
存
在
だ
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
そ
う
か
も
し
れ
な

い
し
、
そ
う
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
沢
山
の

こ
と
に
﹁
あ
り
が
た
い
﹂
と
い

う
気
持
ち
が
込
み
上
げ
て
き
た

の
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
な
か
っ
た
ら
芽
生
え
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
あ
っ
て
、
新
し

い
こ
と
を
知
り
、
い
ろ
い
ろ
な

感
情
を
抱
く
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。 

　

一
人
一
人
が
我
慢
し
て
、
医

療
従
事
者
の
方
々
が
最
前
線
で

働
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
か

げ
で
、﹁
今
日
﹂、
そ
し
て
﹁
今
﹂

と
い
う
日
常
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
大
切
な
の
は
、

み
ん
な
の
た
め
に
我
慢
し
た

り
、
相
手
の
こ
と
を
想
っ
た
り
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
感
謝
し
た

り
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
今
を
生
き
る

私
た
ち
の
使
命
で
も
あ
る
の
で

す
。

　
　
　
　

︵
滞
米
５
年
６
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 ﹁
我
慢
し
て
、
感
謝
し
て
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
　
優
人

﹁
何
し
て
る
の
か
な
。﹂

﹁
水
を
ま
ぜ
て
い
る
の
か
な
。﹂

最
初
に
本
の
表
紙
を
見
て
そ
う

思
っ
た
。

　

ジ
グ
モ
ン
タ
は
﹁
あ
な
ふ
さ

ぎ
﹂
の
お
仕
事
を
し
て
い
る
。

フ
ク
ロ
ウ
の
も
う
ふ
を
三
日
間

も
ね
む
り
続
け
る
ほ
ど
は
や
く

は
や
く
な
お
し
た
の
は
す
ご
い

と
思
っ
た
。

　

う
ち
で
あ
な
ふ
さ
ぎ
を
す
る

の
は
、
ば
あ
ば
だ
。
ば
あ
ば
は

お
こ
る
し
、
と
に
か
く
﹁
う
る

さ
い
﹂。
で
も
と
て
も
器
用
で

お
料
理
も
上
手
だ
。
だ
か
ら
、

ば
あ
ば
の
あ
な
ふ
さ
ぎ
は
少
し

あ
な
が
あ
い
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
け
れ
ど
、
上
手
に
ふ
さ
が

っ
て
い
る
。

　

私
は
マ
マ
と
ま
く
ら
を
作
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
弟
の
ヘ
ン
ベ

ン
の
お
古
を
使
っ
て
作
っ
た
。

最
後
の
玉
む
す
び
は
す
ご
く
む

ず
か
し
く
て
、
マ
マ
に
何
度
も

や
っ
て
見
せ
て
も
ら
っ
て
も
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

い
つ
か
ジ
グ
モ
ン
タ
に
会
え

た
ら
、
糸
と
針
の
使
い
方
を
習

っ
て
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
作
り
た

い
。
そ
れ
と
、
ジ
ッ
パ
ー
が
こ

わ
れ
て
い
る
リ
ラ
ッ
ク
マ
の
ぬ

い
ぐ
る
み
も
な
お
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
学
校
の
カ
メ
レ
オ
ン
﹂

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
語
補
習
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ー
ク
　
将
人

 「ぬいぐるみを作りたい」
　　　ニューヨーク育英学園サマースクール

　　　　　　　　　　　　いろはにほんご教室小４

　　　　　　　　　　　　　　栄木　まいら　

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://sundai-osn.jp
http://www.newjersryjapaneseschool.org


2021 年（令和 3 年）9 月18 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［ LIVING in USA］　　(16  )

 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

区
の
居
住
区
。
北
は
グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
、
南

は
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
＝
ス
タ
イ
ベ
サ
ン
ト
、
東

は
ブ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ
ッ
ク
お
よ
び
イ
ー
ス
ト
・
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
と
境
を
接
し
て
お
り
、
西

に
は
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
が
あ
る
。

　

こ
の
近
隣
住
区
の
人
口
は
約
８
万
人
。

１
９
８
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年
代
に
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
バ
ー
グ
で
は
、
当
時
成
長
期
だ
っ
た
イ

ン
デ
ィ
ー
ズ
音
楽
業
界
が
発
達
。
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
、
広
い
空
間
と
安

い
家
賃
に
惹
か
れ
て
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な

り
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
や
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
の

裕
福
な
テ
ナ
ン
ト
か
ら
の
魅
力
も
引
き
付
け

た
。
芸
術
の
香
り
が
佇
む
街
だ
。

　

写
真
の
部
屋
は
現
在
売
り
に
出
し
て
い
る
そ

の
ウ
イ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
に
あ
る
デ
ュ
ー
プ

レ
ッ
ク
ス
1
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
。
目
抜
き
通
り
の

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
あ
り
、
ア
ッ

プ
ル
ス
ト
ア
や
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ド
ミ
ノ
パ
ー
ク
、
お
洒
落
な
レ
ス
ト
ラ
ン
街
に

も
近
い
好
立
地
。

　

広
さ
は
８
６
９
平
方
フ
ィ
ー
ト
。
ウ
ッ
ド
フ

ロ
ア
で
明
る
い
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
。
ダ
ブ
ル
ベ

ッ
ド
が
楽
に
入
る
寝
室
に
は
収
納
ス
ペ
ー
ス
た

っ
ぷ
り
の
ウ
ォ
ー
ク
・
イ
ン
・
ク
ロ
ー
ゼ
ッ

ト
。
屋
上
の
共
有
デ
ッ
キ
か
ら
は
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
迫
る
美
し
い
景
色
を
堪

能
で
き
る
。
二
階
建
て
の
デ
ュ
ー
プ
レ
ッ
ク
ス

で
１
階
に
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
と
し

て
使
え
る
間
取
り
に
も
な
っ
て
い
る
。
価
格
は

89
万
５
０
０
０
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話　

９
１
４
・
３
７
４
・
７
１
９
５
、
Ｅ
メ
ー
ルted.

M
atsum

oto@
corcoran.com

　

松
本
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
︶

芸術の香り佇むウイリアムズバーグに住む

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
サ
ン
グ

グ
ラ
ス
の
世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
の

レ
イ
バ
ン
と
提
携
し
、
眼
鏡
型

端
末
︵
ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
︶﹁
レ

イ
バ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
︶﹂

を
９
月
９
日
に
発
売
し
た
。

　

重
さ
は
50
グ
ラ
ム
を
切
る
ほ

ど
で
一
見
普
通
の
サ
ン
グ
ラ
ス

に
見
え
る
ほ
ど
だ
が
２
つ
の

カ
メ
ラ
と
２
つ
の
ス
ピ
ー
カ

ー
、
３
つ
の
マ
イ
ク
を
搭
載
し

て
い
る
。
そ
の
ま
ま
で
写
真
や

短
い
動
画
︵
30
秒
︶
を
撮
影
し

て
保
存
で
き
る
。iO

S

ま
た
は

A
ndroid

デ
バ
イ
ス
に
接
続

す
れ
ば
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
で
き
る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ア
カ
ウ
ン
ト
が
必
要
で
ア
プ
リ

のFacebookV
iew

を
使
う
。

ま
た
音
楽
を
聴
い
た
り
、
電
話

を
か
け
た
り
も
で
き
る
。
Ｕ
Ｓ

Ｂ-

Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
パ

ソ
コ
ン
か
ら
も
充
電
で
き
る
ケ

ー
ス
付
き
。
バ
ッ
テ
リ
ー
は
音

楽
で
６
時
間
ほ
ど
で
、
最
大
24

時
間
ほ
ど
だ
。

　

価
格
は
２
９
９
ド
ル
か
ら
で

３
つ
の
ス
タ
イ
ル
と
５
種
類
の

カ
ラ
ー
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
近
視
な
ど
の
処
方

箋
レ
ン
ズ
に
も
対
応
し
て
い

る
。
現
在
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、

英
国
な
ど
６
か
国
で
購
入
で
き

る
。日
本
で
の
販
売
は
未
定
だ
。

　

ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス
の
商
品
化

で
は
グ
ー
グ
ル
が
２
０
１
３
年

に
い
ち
早
く
グ
ー
グ
ル
グ
ラ
ス

を
発
表
し
た
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
の
懸
念
な
ど
か
ら
一
般

販
売
を
中
止
し
た
こ
と
が
あ

る
。
レ
イ
バ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー

ズ
は
撮
影
す
る
と
小
さ
な
イ
ン

ジ
ケ
ー
タ
ー
ラ
イ
ト
が
点
灯

し
、
周
り
の
人
に
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

カメラ内臓サングラス

Ray-Ban Stories

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
発
売

日
本
で
の
販
売
は
未
定

mailto:Matsumoto@corcoran.com
mailto:commercial@redacinc.com
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アメリカの学校で成功するには？
同じクラスの中でのお互いの認識（２）

　

前
回
に
引
き
続
き
、
同
じ
ク

ラ
ス
に
在
籍
す
る
米
国
人
学
生

ら
と
ア
ジ
ア
出
身
学
生
ら
の
、

授
業
内
発
言
に
対
す
る
考
え
方

に
つ
い
て
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
結
果
を
お
話
し
し
ま
す
。

自
ら
発
言
を
す
る
こ
と
に
関
し

て
は
﹁
真
面
目
に
先
生
の
話
を

聞
き
、
き
ち
ん
と
知
識
を
学
ん

で
い
る
限
り
、
授
業
で
の
発
言

は
重
要
で
は
な
い
﹂﹁
発
言
云
々

よ
り
も
、
授
業
に
パ
ス
し
て
卒

業
で
き
れ
ば
そ
れ
で
い
い
﹂
と

い
っ
た
内
容
の
応
え
が
、
主
に

中
国
や
韓
国
出
身
の
学
生
ら
か

ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
多
く
の
ア
ジ
ア
出

身
生
徒
が
口
に
し
た
の
が
﹁
恥

ず
か
し
い
思
い
を
し
た
く
な

い
﹂
で
し
た
。
こ
れ
は
あ
る
意

味
ア
ジ
ア
的
価
値
観
を
象
徴
し

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

あ
る
中
国
系
の
女
子
生
徒
は

﹁
間
違
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
し

ま
い
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
か
ら

バ
カ
と
思
わ
れ
る
の
が
怖
い
﹂

と
正
直
に
応
え
、
ま
た
日
本
人

の
女
子
生
徒
は
﹁
発
言
す
る
以

前
に
、
間
違
っ
た
ら
い
や
だ
、

間
違
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
そ

ん
な
こ
と
ば
か
り
考
え
て
胸
が

ド
キ
ド
キ
し
て
も
の
す
ご
く
緊

張
し
て
し
ま
う
。
す
る
と
み
ん

な
の
前
で
何
か
を
言
う
な
ん
て

も
う
で
き
な
く
な
る
﹂
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
中
国
人

男
子
生
徒
の
応
え
は
﹁
僕
は
英

語
は
流
暢
に
話
せ
る
し
、
授
業

の
内
容
も
わ
か
っ
て
い
る
し
、

勉
強
も
で
き
る
。
け
れ
ど
発
言

す
る
と
な
る
と
別
だ
。
万
が
一

変
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
う
と

恥
を
か
く
こ
と
に
な
る
か
ら
﹂

で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の

ア
ジ
ア
出
身
生
徒
ら
が
声
を
揃

え
て
﹁
恥
﹂
を
恐
れ
て
い
る
こ

と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
﹁
恥
﹂
に
関
し
て
で
す

が
、
人
間
に
は
﹁
周
り
か
ら
よ

く
思
わ
れ
た
い
、
承
認
さ
れ
た

い
欲
求
﹂
と
い
う
も
の
が
自
然

に
備
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
米
国
人
生
徒

ら
が
ど
ん
ど
ん
発
言
し
た
り
、

知
識
を
披
露
し
た
り
す
る
ケ
ー

ス
も
、
実
は
ク
ラ
ス
の
有
能
な

生
徒
の
一
人
と
し
て
承
認
さ
れ

と
い
う﹁
恥
を
感
じ
る
度
合
い
﹂

や
﹁
恥
が
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ

と
な
る
度
合
い
﹂
は
、
西
洋
人

よ
り
ア
ジ
ア
人
の
ほ
う
が
強
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
、

70
年
以
上
も
前
にB

enedict　

(

１
９
４
６)

と
い
う
研
究
者

が“
C

u
ltu

re of Sh
am

e 
vs. C

ulture of G
uilt”

と

い
う
著
書
で
、﹁
ア
ジ
ア
に
お

け
る
恥
の
概
念
は
、
例
え
同
じ

レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
も
西

洋
よ
り
よ
り
強
く
感
じ
ら
れ
、

一
方
、罪
の
意
識
に
関
し
て
は
、

西
洋
人
の
ほ
う
が
強
く
感
じ
る

傾
向
に
あ
る
﹂
と
論
じ
て
、
ア

ジ
ア
の
文
化
を
﹁
恥
の
文
化
﹂、

西
洋
の
文
化
を
﹁
罪
の
意
識
の

文
化
﹂
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。　

　

例
え
ば
、
先
述
の
﹁
こ
の
学

校
を
卒
業
さ
え
で
き
れ
ば
い

い
﹂
と
い
う
韓
国
人
女
子
生
徒

の
応
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、
彼

女
は
テ
ス
ト
の
点
数
、
成
績
、

学
校
の
名
前
な
ど
、
目
に
見
え

る
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
で
面
子

を
保
つ
こ
と
が
、
本
質
的
な
深

い
学
び
や
、
知
識
の
習
得
そ
の

も
の
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
、
結
局
は
こ
の
よ

う
な
価
値
観
が
未
だ
彼
ら
の
社

会
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
﹁
面
子

を
保
つ
重
要
性
﹂
の
違
い
か

ら
、
ア
ジ
ア
人
生
徒
の
ほ
う

が
、﹁
み
ん
な
の
前
で
の
間
違

い
を
犯
す
可
能
性
﹂
を
よ
り
敏

感
に
意
識
し
、
ま
た
そ
れ
を
実

行
に
移
す
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が

強
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
ク
ラ
ス
で
の
沈
黙
自
体
が
、

周
り
か
ら
承
認
さ
れ
る
可
能
性

を
﹁
ぶ
ち
壊
さ
な
い
﹂
た
め
の 

“
face-saving activity”

--

要
す
る
に
ア
ジ
ア
人
生
徒
の

﹁
面
子
を
保
つ
行
動
﹂
で
あ
る

と
、
日
本
人
研
究
者
の
中
根

︵
２
０
０
７
︶
は
結
論
づ
け
て

い
ま
す
。　
　
　
　

︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

た
い
と
い
う
願
望
が
根
底
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
方
、
ア
ジ
ア
人
生
徒
ら
が
沈

黙
し
て
い
る
の
も
こ
の
裏
返
し

で
、
逆
に
﹁
無
能
﹂
と
思
わ
れ

た
く
な
い
と
い
う
自
己
防
衛
の

た
め
の
反
応
な
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
昔
か
ら
中
国
に

存
在
し
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
﹁
面

子
を
保
つ
、
失
う
﹂
と
い
っ
た

概
念
と
同
じ
で
、
西
洋
で
有
名

な
と
こ
ろ
で
はG

offm
an

と

い
う
学
者
が“

face”

と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
、
﹁
人
間
の
根

底
に
あ
る
普
遍
的
な
要
素
で
あ

る
﹂
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
も
し
米
国
人
生

徒
が
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
発
言
を

し
て
し
ま
っ
た
ら
、
本
人
は
恥

ず
か
し
く
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
も
し
か
し
た
ら
﹁
答
え
を

間
違
っ
た
か
ら
恥
ず
か
し
い
﹂

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ)　

は
９
月
28
日
︵
火
︶

午
後
７
時
か
ら
８
時
15
分
ま

で
、オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー﹃
日

本
庭
園
・
大
自
然
、
建
築
と
文

化
が
共
存
す
る
学
び
の
空
間
﹄

を
開
催
す
る
。
日
本
庭
園
は
、

長
い
伝
統
の
中
で
洗
練
さ
れ
た

美
し
さ
と
静
寂
を
兼
ね
備
え
た

空
間
だ
け
で
は
な
く
、
常
に
新

し
い
発
見
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
も
た
ら
し
、
他
の
文
化
形
態

と
交
わ
る
こ
と
で
進
化
し
続
け

る
総
合
芸
術
と
も
言
え
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
世

界
最
古
の
ラ
ン
ド
ア
ー
ト
の
一

つ
で
あ
る
日
本
庭
園
の
歴
史
を

辿
り
、
世
界
中
で
進
化
し
続
け

る
重
要
性
に
着
目
す
る
。
様
々

な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
専
門

家
を
迎
え
、
日
本
庭
園
が
人
と

自
然
と
の
関
わ
り
を
形
作
る
傍

ら
、
そ
の
造
園
デ
ザ
イ
ン
に
秘

め
ら
れ
た
原
理
と
美
学
が
、
現

代
芸
術
・
建
築
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
き
た
か
を
掘
り

下
げ
る
。
参
加
無
料
だ
が
事
前

登
録
が
必
要
。

　

ス
ピ
ー
カ
ー
は
ケ
ン
ド
ー

ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏
︵
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
立
大
学
ロ
ン
グ
ビ
ー

チ
校 

美
術
学
部 

ア
ジ
ア
美
術

史  

教
授
︶、
デ
イ
ナ
・
バ
ン

ト
ロ
ッ
ク
氏
︵
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校 

建
築

学
部 

教
授
︶、
デ
ー
キ
ン
・
ハ

ー
ト
氏
︵
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
財

団
・
庭
園
美
術
館
シ
ニ
ア
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
︶。
モ
デ
レ
ー
タ
ー

は
中
西 

玲
人
氏
︵
ポ
ー
ト
ラ

ン
ド
日
本
庭
園
財
団 

上
席
執

行
役
員 

︶
が
務
め
る
。

申
し
込
み
と
詳
細
はhttps://

w
w

w
.japansociety.org

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は 

29
日
︵
水
︶
午
後
３
時

か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

で
開
催
し
て
い
る
第
15
回
秋
の

ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア
で
、
Ｎ
Ｙ
日

系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
共
催

に
よ
る
﹁
安
全
対
策
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
す
る
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
警
察
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
担

当
者
が
﹁
安
全
対
策
及
び
ア
ジ

ア
ン
・
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
対
策
﹂

を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行
う
。
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
講
義
で
参
加
は
無
料
。
使
用

言
語
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警

察
の
担
当
者
が
英
語
に
よ
る
講

義
を
行
っ
た
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
総
領
事
館
の
警
備
担
当

領
事
が
日
本
語
で
要
約
を
説
明

す
る
。
参
加
希
望
者
は
、
氏
名

及
び
所
属
を
記
載
し
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
系
人
会
の
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
スinfo@

jaany.org

ま
で
メ
ー
ル
を
送
っ
て
申
し
込

む
。
質
問
の
あ
る
人
は
質
問
内

容
を
同
メ
ー
ル
に
併
せ
て
記
入

し
て
お
く
こ
と
。
参
加
者
に
は

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
返
信
す

る
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
シ
カ
ゴ
事
務
所

は
、
在
米
日
系
企
業
の
人
材
採

用
支
援
な
ら
び
に
大
学
と
の
多

角
的
な
関
係
構
築
を
支
援
す
る

た
め
、
米
国
の
大
学
の
現
状
を

学
ぶ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
を

開
催
す
る
。
第
1
回
目
と
な
る

今
回
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
は
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
の
ト
ラ
イ
ン
大
学

と
の
共
催
。
大
学
の
概
要
や
採

用
イ
ベ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ン
制

度
の
紹
介
に
加
え
、
学
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
教
授
陣
と
の
協
働

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
企
業
と
の

連
携
方
法
を
学
ぶ
。
開
催
日
時

は
米
東
部
時
間
10
月
６
日︵
水
︶

午
後
３
時
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
３
１
２
・
８
３
２
・
６
０
０
０

内

線

２

０

１
。

Ｅ

メ

ー

ル　

jetrochicago4@
jetro.

go.jp

担
当
・
永
田
さ
ん
、
橋

本
さ
ん
。
申
込
み
は
こ
ち
ら

か

ら
。https://attendee.

gotow
ebinar.com

/

ジ
ェ
ト
ロ
・
シ
カ
ゴ
事
務
所

大
学
紹
介
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
開
催

安
全
対
策
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
と
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
共
催

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
警
察
官
が
講
演
29
日
午
後
３
時

日
本
庭
園
の
歴
史
と
文
化

Ｊ
Ｓ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義

28
日
午
後
７
時
か
ら
開
催

https://www.japansociety.org
https://www.japansociety.org
https://www.japansociety.org
https://www.japansociety.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
https://attendee.gotowebinar.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://kiku-ny.com
http://snsrealty.com/
http://www.shoenrealty.com
http://www.startsnewyork.com
http://www.nykoshin.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.furumoto.com
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 第 420 回

　

11
月
1
日
は
﹁
古
典
の
日
﹂

で
す
。
紫
式
部
日
記
の
寛
弘
5

年
11
月
1
日
︵
１
０
０
８
年
12

月
1
日
︶
の
記
述
に
、
源
氏
物

語
の
作
者
紫
式
部
に
対
し
て
、

藤
原
公
任
が
﹁
あ
な
か
し
こ
、

こ
の
わ
た
り
に
若
紫
や
さ
ぶ
ら

ふ
﹂︵
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
あ

た
り
に
若
紫
の
姫
君
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
︶
と
語
り
か
け

た
と
あ
り
ま
す
。﹁
若
紫
﹂
と

は
源
氏
物
語
の
登
場
人
物
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
述
は
日

本
を
代
表
す
る
古
典
文
学
で
あ

る
源
氏
物
語
が
歴
史
上
は
じ
め

て
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
根
拠
と
し
て
い
ま
す
。
記

述
の
日
か
ら
千
年
目
に
当
た
る

２
０
０
８
年
の
前
年
、
07
年
1

月
に
作
家
の
瀬
戸
内
寂
聴
氏
、

茶
道
裏
千
家
前
家
元
・
千
玄
室

氏
な
ど
が
呼
び
か
け
人
と
な

り
、京
都
府
な
ど
を
中
心
に
﹁
源

氏
物
語
千
年
紀
委
員
会
﹂
が
立

ち
上
げ
ら
れ
、
11
月
1
日
を
古

典
の
日
と
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
２
年
3
月

に
福
田
康
夫
元
首
相
を
会
長

と
す
る
超
党
派
の
﹁
古
典
の

日
﹂
推
進
議
員
連
盟
が
発
足
し

て
本
格
的
に
法
制
化
へ
動
き
出

し
、
古
典
の
日
を
祝
日
で
は
な

く
、
国
の
制
定
す
る
記
念
日
と

す
る
法
案
が
8
月
に
議
員
立
法

で
提
出
さ
れ
、
9
月
に
施
行
さ

れ
た
の
で
す
。
古
典
の
日
に
関

す
る
法
律
で
は
、
第
1
条
で
古

典
の
日
の
目
的
を
﹁
古
典
が
、

我
が
国
の
文
化
に
お
い
て
重
要

な
位
置
を
占
め
、
優
れ
た
価
値

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

古
典
の
日
を
設
け
る
こ
と
等
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
い

て
、
国
民
が
古
典
に
親
し
む
こ

と
を
促
し
、
そ
の
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
古
典
を
広
く
根
づ

か
せ
、
も
っ
て
心
豊
か
な
国
民

生
活
及
び
文
化
的
で
活
力
あ
る

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
﹂
と
定
め
、
第

2
条
で
﹁
古
典
﹂
の
定
義
を
﹁
文

学
、
音
楽
、
美
術
、
演
劇
、
伝

統
芸
能
、
演
芸
、
生
活
文
化
そ

の
他
の
文
化
芸
術
、
学
術
又
は

思
想
の
分
野
に
お
け
る
古
来
の

文
化
的
所
産
で
あ
っ
て
、
我
が

国
に
お
い
て
創
造
さ
れ
、
又
は

継
承
さ
れ
、
国
民
に
多
く
の
恵

沢
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、

優
れ
た
価
値
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
を
い

う
﹂
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
の
古
典
文
化
の

研
究
や
普
及
な
ど
に
貢
献
し
た

人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
﹁
古
典

の
日
文
化
基
金
賞
﹂
の
第
1
回

の
授
賞
式
が
、
9
月
3
日
に
京

都
市
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。
同

賞
は
、﹁
古
典
の
日
﹂
を
広
く

知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
日

本
の
古
典
文
化
の
研
究
や
普
及

な
ど
に
貢
献
し
た
人
や
団
体
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。﹁
文
学
・

思
想
﹂
分
野
に
は
、
源
氏
物
語

の
現
代
語
訳
を
手
が
け
た
作
家

の
角
田
光
代
さ
ん
、﹁
伝
統
芸

能
・
音
楽
﹂
分
野
に
は
、
沖
縄

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
踊
り
﹁
組

踊
﹂
を
継
承
し
て
い
る
﹃
子
の

会
︵
し
ー
の
か
い
︶﹄、﹁
美
術
・

生
活
文
化
﹂
分
野
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
の
金
箔
を
ガ

ラ
ス
の
中
に
入
れ
込
ん
だ
截
金

ガ
ラ
ス
の
作
家
で
、
京
都
で
創

作
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
山
本

茜
さ
ん
が
選
ば
れ
、
今
回
は
、

古
典
の
日
の
制
定
に
尽
力
し
、

惜
し
く
も
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た

芳
賀
徹
氏
を
偲
ん
で
﹁
芳
賀
徹

記
念
・
古
典
の
日
宣
言
特
別
賞
﹂

と
し
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
出
身
で

日
本
文
学
を
研
究
し
て
い
る
国

際
基
督
教
大
学
の
ツ
ベ
タ
ナ
・

ク
リ
ス
テ
ワ
名
誉
教
授
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
私
は
候
補
者
情
報

調
査
会
の
委
員
と
し
て
こ
の
賞

に
関
わ
り
ま
し
た
が
、
授
賞
式

に
は
彬
子
女
王
殿
下
や
伊
吹
文

明
衆
議
院
議
員
、
都
倉
文
化
庁

長
官
な
ど
も
臨
席
さ
れ
、
厳
か

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国
立
博

物
館
副
館
長
︶

古典の日
文化基金賞

　

世
界
中
の
人
が
食
べ
物
や
食

料
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
日
と

し
て
国
連
が
定
め
た
10
月
16
日

の
﹁
世
界
食
料
デ
ー
﹂
に
向
け
、

今
年
も
お
に
ぎ
り
の
写
真
を
投

稿
し
て
子
供
た
ち
へ
寄
付
を
行

う
﹁
お
に
ぎ
り
ア
ク
シ
ョ
ン

２
０
２
１
﹂
が
10
月
5
日
︵
火
︶

か
ら
11
月
5
日
︵
金
︶
ま
で
実

施
さ
れ
る
。

　

世
界
の
食
料
問
題
の
解
決
に

取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
﹁
テ
ー

ブ
ル
・
フ
ォ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
﹂
に
よ
る

も
の
で
、
お
に
ぎ
り
の
写
真
投

稿
を
通
じ
て
、
ア
フ
リ
カ
、
ア

ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
給
食
の

寄
付
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

今
月
1
日
に
は
特
設
サ
イ
ト

︵h
ttps://on

ig
iri-action

.
com

/

︶
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

お
に
ぎ
り
に
ま
つ
わ
る
写
真

に#
O

nigiriA
ction

の
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
を
付
け
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

︵F
acebook

、Instagram

、

T
w

itter

︶
ま
た
は
特
設
サ
イ

ト
に
投
稿
す
る
と
、
写
真
1
枚

あ
た
り
給
食
5
食
が
贈
ら
れ
、

そ
の
費
用
は
賛
同
企
業
・
団
体

が
負
担
す
る
。
２
０
１
５
年
か

ら
始
ま
っ
た
﹁
お
に
ぎ
り
ア
ク

シ
ョ
ン
﹂
は
累
計
１
０
０
万

枚
の
写
真
が
投
稿
さ
れ
、
約

５
４
０
万
食
の
給
食
が
届
け
ら

れ
て
い
る
。

お
に
ぎ
り
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
１

世
界
食
料
デ
ー
に
向
け

https://onigiri-action.com
tel:7182684956
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NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
昨
年

末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
７

か
月
で
60
名
以
上
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

【ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第2弾】（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆  7  月：第 1 回 一緒に考える。〜現在のコロナ禍におけるこれからの人生の歩み方〜 （終了）
◆  8  月：第 2 回 アメリカにお住まいの方々が抱えている困り事や心配事〜今から取り組むアクティブ終活〜（終了）
◆  9  月：第 3 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【お金編】〜日本での生活がどれだけお金がかかるのか〜 （終了）
◆ 10 月：第 4 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【健康編】〜人生 100 年時代を生き抜く最先端の健康法〜
◆ 11 月：第 5 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【生活編】〜日本帰国後の住まいの選択肢に新たなご提案〜
◆ 12 月：第 6 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【人間関係編】〜日本帰国後のあなた×地域×社会参加・貢献〜
◆ 2022 年 1 月：第 7 回 日本に一時帰国の際に行うべきこと〜アクティブアダルトライフ あなた×タイミング×地域×人〜

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

http://www.nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://shopnyseikatsu.com/
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